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試
作
「
封
之
秉
墓
誌
銘
」
訳
注

(

北
魏
・
孝
昌
二
年
閏
十
一
月
十
九
日
・
五
二
六)

（

書
法

）

『

』

【
原
文
】

【
蓋
】
魏
故
幽
州
刺
史
封
侯
銘

【
銘
文
】
魏
故
封
使
君
墓
誌
銘

君
諱
之
秉
、
字
顕
政
、
渤
海
修
人
也
。
蓋
軒
袁
之
遐
胤
（
注
１

、
黄
帝
左
師
封
巨
之
后
也
（
注
２

。
十
二
世
祖
党
、
漢
末
五
官
中
郎
将
。
八
世
祖
岌
、
梁
州
刺
史
。
高
祖
纂
、
車
騎

）

）

府
長
史
、
関
内
侯
。
曾
祖
哲
、
州
主
簿
、
治
中
、
東
宮
庶
子
、
燕
郡
太
守
。
祖
愔
、
郡
功
曹
。
父
渾
、
諫
議
大
夫
、
上
党
汝
南
汝
北
三
郡
太
守
。
君
稟
岳
為
霊
（
注
３

、
資
川
誕
気

）

（

）
。

（

）
、

（

）
。

、

（

）。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

注
４

風
飆
立
於
齠
始

注
５

孝
友
播
于
弱
齢

注
６

年
七
歳

乃
慨
然
有
賛
世
之
意
焉

注
７

遂
靖
志
書
林

注
８

翱
翔
礼
圃

注
９

神
機
開
爽

注
10

有
同
自
然
（
注

。
至
而
幼
秉
謙
光
（
注

、
少
敦
仁
厚
（
注

。
尊
師
重
伝
（
注

、
敬
長
承
先
（
注

。
雖
復
古
之
上
造
、
未
以
加
也
（
注

。
逯
自
踰
童
（
注

、

）

）

）

）

）

）

）

11

12

13

14

15

16

17

味
道
弥
篤
（
注

。
貴
寸
陰
於
将
暮
（
注

、
賎
尺
璧
而
非
珍
（
注

。
若
乃
辞
兼
蔚
炳
（
注

、
思
并
春
雲
（
注

。
海
浜
霞
英
（
注

、
風
搏
岳
峙
（
注

。
浩
浩
焉

）

）

）

）

）

）

）

18

19

20

21

22

23

24

（
注

、
崇
崇
焉
（
注

。
固
已
跌
班
馬
而
長
駆
、
其
深
不
可
測
也
（
注

。
君
以
為
治
民
之
道
（
注

、
非
専
礼
楽
（
注

。
安
上
済
氓
（
注

、
事
兼
文
武
（
注

。

）

）

）

）

）

）

）

25

26

27

28

29

30

31

（

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

設
孤
之
義
不
墜

注

観
德
之
訓
在
焉

注

遂
復
頗
閲
兵
書

注

時
閑
弓
馬

注

体
若
生
知

注

無
假
因
習

注

至
於
項
発
口
縦
之
能

注

32

33

34

35

36

37

38

俯
蹄
月
支
之
妙
（
注

。
固
已
工
侔
擬
刺
（
注

、
術
等
貫
豪
（
注

。
豈
伊
規
矩
中
則
（
注

、
踰
霜
飲
羽
而
已
哉
（
注

。
年
廿
、
以
太
和
二
十
三
年
出
身
奉
朝
請
、
尋

）

）

）

）

）

39

40

41

42

43

為
員
外
散
騎
侍
郎
、
復
転
司
徒
中
兵
参
軍
。
太
尉
元
王
器
寔
時
珍
（
注

、
竉
兼
周
邵
（
注

。
允
厘
太
府
（
注

、
式
尽
民
英
（
注

。
乃
復
転
君
為
記
室
参
軍
、
俄
加
転
車

）

）

）

）

44

45

46

47

。

、

、

。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

将
軍

未
畿

復
拜
越
騎
校
尉

後
転
従
事
中
郎

君
体
仁
成
器

注

履
信
為
基

注

恪
謹
居
朝

注

勤
公
政
理

注

至
而
昧
旦
将
朝
暇
寐
之
誠

注

48

49

50

51

52

夙
夜
匪
躬
之
節
（
注

。
諒
亦
炳
発
丹
青
（
注

、
詳
書
篆
素
（
注

。
豈
伊
借
美
当
時
（
注

、
取
異
世
談
而
已
（
注

。
後
遷
左
軍
将
軍
、
尚
書
庫
部
郎
。
復
知
監
法
駕

）

）

）

）

）

53

54

55

56

57

（
注

、
都
将
造
仗
事
（
注

。
日
（
曰
？
）
以
呉
会
未
賓
（
注

、
狡
焉
為
寇
（
注

。
戎
旃
之
寄
（
注

、
実
佇
英
謀
（
注

。
乃
復
假
君
征
虜
将
軍
、
東
道
別
将
。
君

）

）

）

）

）

）

58

59

60

61

62

63

遂
受
服
廟
庭
（
注

、
龔
行
天
罰
（
注

。
霜
戈
翳
日
（
注

、
雄
戟
耀
天
（
注

。
朱
旗
暫
指
（
注

、
群
醜
自
廃
（
注

。
鉦
皷
所
臨
（
注

、
六
軍
降
靡
（
注

。

）

）

）

）

）

）

）

）

64

65

66

67

68

69

70

71

雖
復
雲
長
之
於
白
馬

注

何
以
過
焉

注

方
当
帰
清
江
滸

注

祈
望
衡
霍

注

上
天
非
吊

注

遘
疾
於
軍

君
以
病
篤
求
還

注

有
詔
聴
許

注

（

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

。

（

）
、

（

72

73

74

75

76

77

。
以
孝
昌
元
年
九
月
五
日
至
于
大
梁
之
東
、
終
於
公
館
之
次
。
春
秋
四
十
有
五
矣
。
君
姿
容
麗
風
（
注

、
風
韵
恢
雅
（
注

。
軽
財
重
義
（
注

、
信
友
愛
人
（
注

。

）

）

）

）

）

78

79

80

81

82

兼
少
善
声
歌
（
注

、
尤
長
絃
竹
（
注

。
王
公
百
辟
（
注

、
莫
不
交
焉
（
注

。
由
是
朝
英
継
軌
（
注

、
国
彦
雲
帰
（
注

。
譬
猶
江
漢
之
会
鱗
胄
（
注

、
鄭
林

）

）

）

）

）

）

）

83

84

85

86

87

88

89
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之
廼
羽
族
（
注

。
英
飆
懋
実
（
注

、
欝
爾
孤
飛
（
注

。
玉
振
金
声
（
注

、
俄
然
自
遠
（
注

。
君
雖
身
羈
朝
黻
（
注

、
而
志
託
陵
雲
（
注

。
於
是
山
賓
慕
響

）

）

）

）

）

）

）

90

91

92

93

94

95

96

（
注

、
門
庭
相
継
（
注

。
君
皆
給
之
衣
粮
（
注

、
贍
以
資
餌
（
注

。
所
蒙
振
救
者
（
注

、
固
難
得
而
言
矣
（
注

。
方
将
控
白
鸞
而
上
征
（
注

、
乘
玄
虬
于

）

）

）

）

）

）

）

97

98

99

100

101

102

103

雲
路
（
注

。
望
層
城
之
九
重
（
注

、
窺
三
巣
於
玄
圃
（
注

。
報
年
不
永
（
注

、
鳴
呼
悲
哉
（
注

。
以
其
月
十
九
日
柩
達
于
洛
陽
永
年
里
之
第
。
帝
用
悼
焉
。
追
贈

）

）

）

）

）

104

105

106

107

108

、

（

）
、

、

。

。

（

）
、

持
節
平
北
将
軍
幽
州
刺
史

賜
以
牢
饌

注

謚
曰
□
□
□

礼
也

以
孝
昌
二
年
閏
十
一
月
十
九
日
遷
葬
于
方
山
大
石
嶺
之
西
南
孟
夫
人
神
塋
之
右

庶
芳
迹
可
尋

注

109

110

幽
棺
匪
固
（
注

。
豈
不
素
旗
肇
建
（
注

、
泪
慟
行
眸
（
注

。
敬
勒
淵
猷
（
注

、
式
昭
泉
路
（
注

。
其
詞
曰
、
洪
源
海
浜
（
注

、
崇
基
岳
峙
（
注

。
嗣
美
連

）

）

）

）

）

）

）

111

112

113

114

115

116

117

華

注

篤
生
夫
子

注

灼
灼
名
駒

注

昂
昂
千
里

注

比
霧
虬
申

注

陵
風
鳳
起

注

猗
我
公

注

幼
擅
雕
龍

注

衿
華
月
凈

注

（

）
、

（

）。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）。

（

118

119

120

121

122

123

124

125

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）
。

（

）
、

（

）
。

（

）、

袖
美
行
風

注

在
人
伊
宝

注

処
物
斯
鎔

注

脱
巾
素
里

注

冠
彼
鴛
鴻

注

履
仁
成
徳

注

孝
友
為
基

注

非
礼
不
蹈

注

126

127

128

129

130

131

132

133

134

唯
善
斯
依
（
注

。
或
翔
文
閣
（
注

、
或
栖
武
闈
（
注

。
如
龍
下
漢
（
注

、
似
鳳
雲
飛
（
注

。
壮
気
虬
昇
（
注

、
雄
心
電
聳
（
注

。
所
謂
伊
仁
（
注

、
寔

）

）

）

）

）

）

）

）

135

136

137

138

139

140

141

142

兼
其
勇
（
注

。
短
旆
神
舒
（
注

、
長
旌
昼
擁
（
注

。
比
亮
余
輝
（
注

、
方
何
斉
踵
（
注

。
天
称
与
善
（
注

、
昔
言
其
信
（
注

。
允
矣
君
子
（
注

、
雲
胡

）

）

）

）

）

）

）

）

143

144

145

146

147

148

149

150

匪
振
（
注

。
宝
匣
潜
光
（
注

、
琨
（
錕
）
鋙
毀
刃
（
注

。
如
何
万
古
（
注

。
終
成
一
櫬
（
注

。
天
道
何
長
（
注

、
泉
夜
未
央
（
注

。
玉
雞
無
旦
（
注

、

）

）

）

）

）

）

）

）

151

152

153

154

155

156

157

158

金
爐
詎
香
（
注

。
雲
悲
暮
檟
（
注

、
風
切
秋
楊
（
注

。
式
鐫
幽
壤
（
注

、
無
絶
遺
芳
（
注

。

）

）

）

）

）

159

160

161

162

163

【
訓
読
】

魏
の
故
の
幽
州
刺
史
封
侯
の
銘

魏
の
故
の
封
使
君
の
墓
誌
銘

君
の
諱
は
之
秉
、
字
は
顕
政
、
渤
海
修
の
人
な
り
。
蓋
し
軒
袁
の
遐
胤
、
黄
帝
左
師
封
巨
の
后
な
り
。
十
二
世
祖
党
、
漢
末
の
五
官
中
郎
将
。
八
世
祖
岌
、
梁
州
刺
史
。
高
祖
纂
、
車

騎
府
長
史
、
関
内
侯
た
り
。
曾
祖
哲
、
州
主
簿
、
治
中
、
東
宮
庶
子
、
燕
郡
太
守
た
り
。
祖
愔
、
郡
功
曹
た
り
。
父
渾
、
諫
議
大
夫
、
上
党
汝
南
汝
北
三
郡
太
守
た
り
。
君
は
稟
岳
霊

を
為
し
、
資
川
誕
気
た
り
。
風
飆
齠
始
に
立
ち
、
孝
友
弱
齢
に
播
す
。
年
七
歳
、
乃
ち
慨
然
し
て
賛
世
の
意
有
り
。
遂
に
志
を
書
林
に
靖
ん
じ
、
翱
翔
礼
圃
す
。
神
機
に
し
て
開
爽
、

自
然
を
同
じ
く
す
る
有
り
。
幼
秉
謙
光
に
至
り
、
少
敦
に
し
て
仁
厚
し
。
尊
師
重
伝
し
、
長
を
敬
い
先
を
承
は
る
。
復
古
の
上
造
と
雖
も
、
未
だ
以
て
加
へ
ず
。
逯
自
踰
童
に
し
て
、

味
道
に
し
て
篤
を
弥
く
す
。
寸
陰
を
将
暮
に
貴
び
、
尺
璧
を
賎
し
て
珍
に
非
ず
。
若
し
乃
ち
辞
は
兼
に
し
て
蔚
炳
、
春
雲
を
思
并
す
。
海
浜
の
霞
英
は
、
風
搏
岳
峙
た
り
。
浩
浩
焉
た

り
、
崇
崇
焉
た
り
。
固
よ
り
已
に
班
馬
に
跌
し
て
長
く
駆
け
、
其
の
深
測
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
君
は
以
て
治
民
の
道
を
為
し
、
礼
楽
を
専
ら
に
す
る
に
非
ず
。
上
に
安
ん
じ
て
氓
を
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済
ひ
、
事
は
文
武
を
兼
ぬ
。
設
孤
の
義
は
墜
ち
ず
、
德
を
観
る
の
訓
在
る
か
。
遂
に
復
た
頗
る
兵
書
を
閲
し
、
時
に
弓
馬
を
閑
。
体
は
生
知
の
若
く
、
假
無
く
習
に
因
る
。
項
発
口
縦

の
能
に
至
り
、
蹄
を
俯
し
月
支
の
妙
た
り
。
固
よ
り
已
に
工
侔
し
く
刺
を
擬
し
、
術
等
豪
を
貫
く
。
豈
に
伊
れ
規
矩
の
中
則
、
霜
を
踰
え
飲
羽
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
年
廿
、
太
和
二

十
三
年
を
以
て
奉
朝
請
を
出
身
と
し
、
尋
し
て
員
外
散
騎
侍
郎
と
為
り
、
復
た
司
徒
中
兵
参
軍
に
転
ず
。
太
尉
元
王
、
器
寔
に
し
て
時
珍
、
竉
は
周
邵
を
兼
ぬ
。
允
に
太
府
に
厘
し
、

。

、

。

、

、

。

、

式
民
英
に
尽
く

乃
ち
復
た
君
為
記
室
参
軍
に
転
じ

俄
に
転
車
将
軍
を
加
ふ

未
だ
畿
せ
ず

復
た
越
騎
校
尉
を
拜
し

後
に
従
事
中
郎
に
転
ず

君
の
体
は
仁
に
し
て
器
を
成
し

信
を
履
み
基
を
為
す
。
恪
謹
し
て
居
朝
し
、
公
に
勤
し
政
理
す
。
昧
旦
将
朝
暇
寐
の
誠
に
至
り
、
夙
夜
躬
の
節
に
匪
ず
。
諒
に
亦
た
丹
青
を
炳
発
し
、
篆
素
を
詳
書
す
。
豈
に
伊
れ
美

を
借
り
て
時
を
当
て
、
世
談
を
取
異
す
る
の
み
。
後
に
左
軍
将
軍
、
尚
書
庫
部
郎
に
遷
す
。
復
た
知
り
て
法
駕
を
監
し
、
都
将
造
仗
の
事
。
日
（
曰
？
）
以
て
呉
会
未
だ
賓
せ
ず
、
狡

焉
に
し
て
寇
と
為
る
。
戎
旃
の
寄
、
英
謀
を
実
佇
し
。
乃
ち
復
た
假
君
征
虜
将
軍
、
東
道
別
将
た
り
。
君
遂
に
廟
庭
に
受
服
し
、
天
罰
を
龔
行
し
。
霜
戈
は
日
を
翳
（
か
ざ
）
し
、
雄

戟
天
を
耀
か
す
。
朱
旗
暫
く
指
し
、
群
醜
自
ら
廃
す
。
鉦
皷
し
て
臨
む
所
、
六
軍
降
靡
す
。
復
た
雲
長
の
白
馬
に
お
い
て
す
と
雖
も
、
何
を
以
て
過
ぐ
。
方
当
に
清
江
滸
に
帰
せ
ん
と

し
、
衡
霍
に
祈
望
す
。
上
天
吊
に
非
ず
、
軍
に
遘
疾
す
。
君
以
て
病
篤
し
て
還
ら
ん
を
求
む
る
も
、
詔
有
り
て
聴
許
す
。
孝
昌
元
年
九
月
五
日
を
以
て
大
梁
の
東
に
至
り
、
公
館
の
次

に
終
る
。
春
秋
四
十
有
五
。
君
の
姿
容
は
麗
風
、
風
韵
は
恢
雅
。
財
を
軽
ん
じ
て
義
を
重
ん
じ
、
友
を
信
じ
人
を
愛
す
。
兼
ね
て
少
く
し
て
声
歌
を
善
く
し
、
尤
も
絃
竹
に
長
ず
。
王

公
百
辟
、
交
は
ら
ざ
る
な
し
。
是
に
由
り
て
朝
英
は
軌
を
継
ぎ
、
国
彦
雲
帰
す
。
譬
へ
猶
お
江
漢
の
会
鱗
胄
す
れ
ど
も
、
鄭
林
の
羽
族
を
廼
す
。
英
飆
懋
実
た
り
、
欝
爾
孤
飛
す
。
玉

振
金
声
に
し
て
、
俄
然
に
し
て
自
ら
遠
し
。
君
は
身
羈
朝
黻
す
る
と
雖
も
、
志
託
は
陵
雲
た
り
。
是
に
於
て
山
賓
慕
響
、
門
庭
相
ひ
継
ぐ
。
君
は
皆
給
の
衣
粮
、
贍
う
に
資
餌
を
以
て

す
。
蒙
す
る
所
振
救
す
る
者
、
固
よ
り
得
難
く
し
て
言
ふ
。
方
将
に
白
鸞
を
控
へ
て
上
征
せ
ん
と
し
、
玄
虬
を
雲
路
に
乘
る
。
層
城
の
九
重
を
望
み
、
三
巣
を
玄
圃
に
窺
ふ
。
報
年
永

か
ら
ず
、
鳴
呼
悲
し
い
か
な
。
其
の
月
十
九
日
を
以
て
洛
陽
永
年
里
の
第
に
柩
達
す
。
帝
用
て
悼
む
。
持
節
平
北
将
軍
幽
州
刺
史
を
追
贈
し
、
賜
は
る
に
牢
饌
を
以
て
し
、
謚
に
曰
く

□
□
□
、

礼
な
り
。
孝
昌
二
年
閏
十
一
月
十
九
日
を
以
て
方
山
大
石
嶺
の
西
南
孟
夫
人
神
塋
の
右
に
遷
葬
す
。
庶
芳
の
迹
尋
ぬ
べ
し
、
幽
棺
固
に
匪
ず
。
豈
に
肇
建
を
素
旗
せ
ざ
ら

ん
や
。
泪
は
行
眸
を
慟
き
、
敬
ん
で
淵
猷
を
勒
す
。
泉
路
を
式
昭
す
。
其
の
詞
に
曰
く
、
洪
源
の
海
浜
、
崇
基
の
岳
峙
。
美
を
連
華
に
嗣
ぎ
、
篤
生
た
る
夫
子
。
灼
灼
た
る
名
駒
、
昂

。

、

。

、

。

（

）

、

。

、

。

昂
千
里

霧
に
比
し
虬
申
び

陵
風
は
鳳
起
す

猗
な
り
我
が
公

幼
擅
な
り
雕
龍

華
月
の
凈
な
る
を
衿

む
す

び

美
を
袖
し
て
行
風
す

在
人
た
り
伊
の
宝

処
物
斯
の
鎔

脱
巾
し
て
素
里
し
、
冠
た
る
彼
の
鴛
鴻
。
仁
を
履
み
徳
を
成
し
、
孝
友
基
為
り
。
礼
に
非
ざ
れ
ば
蹈
ま
ず
、
唯
だ
善
斯
れ
依
る
。
或
も
の
文
閣
を
翔
し
、
或
も
の
武
闈
に
栖
す
。
龍
の

如
く
漢
に
下
り
、
鳳
に
似
て
雲
飛
す
。
壮
気
に
し
て
虬
昇
り
、
雄
心
は
電
聳
す
。
所
謂
伊
仁
は
、
寔
れ
其
の
勇
を
兼
ぬ
。
短
旆
に
神
舒
び
、
長
旌
に
昼
擁
す
。
比
亮
余
輝
は
、
方
に

何
ぞ
斉
踵
せ
ん
。
天
与
善
を
称
し
、
昔
言
た
り
其
の
信
。
允
な
る
か
な
君
子
、
雲
胡
振
る
に
匪
ず
。
宝
匣
は
光
を
潜
し
、
琨
（
錕
）
鋙
は
刃
を
毀
つ
。
万
古
は
如
何
、
終
に
一
櫬
を
成
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す
。
天
道
何
ぞ
長
し
、
泉
夜
未
だ
央
な
ら
ず
。
玉
雞
旦
無
し
、
金
爐
詎
ぞ
香
る
。
雲
暮
檟
を
悲
し
み
、
風
秋
楊
を
切
る
。
式
幽
壤
を
鐫
し
、
遺
芳
を
絶
つ
無
し
。

【
口
語
訳
】

魏
の
元
の
幽
州
刺
史
封
侯
の
銘

魏
の
元
の
封
使
君
の
墓
誌
銘

君
の
諱
は
之
秉
、
字
は
顕
政
、
渤
海
修
の
人
で
あ
る
。
思
う
に
黄
帝
の
跡
継
ぎ
で
あ
り
、
黄
帝
の
側
近
や
師
匠
の
末
裔
で
あ
る
。
十
二
世
祖
の
党
は
、
漢
末
の
五
官
中
郎
将
。
八
世
祖

の
岌
は
、
梁
州
刺
史
。
高
祖
の
纂
は
、
車
騎
府
長
史
、
関
内
侯
で
あ
る
。
曾
祖
の
哲
は
、
州
主
簿
、
治
中
、
東
宮
庶
子
、
燕
郡
太
守
で
あ
る
。
祖
の
愔
は
、
郡
功
曹
で
あ
る
。
父
の
渾

は
、
諫
議
大
夫
、
上
党
汝
南
汝
北
三
郡
太
守
で
あ
る
。
君
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
山
岳
の
霊
魂
が
宿
っ
て
お
り
、
川
の
霊
を
助
け
、
気
を
生
ま
れ
さ
せ
た
。
つ
む
じ
風
が
幼
児
に
始
ま

、

。

、

。

、

る
頃
に
立
っ
て
お
り

父
母
兄
弟
に
尽
く
こ
と
は
若
い
と
き
か
ら
広
く
及
ん
で
い
た

年
七
歳
に
し
て

志
を
立
て
て
天
下
を
助
け
る
意
思
が
あ
っ
た

そ
の
ま
ま
志
を
学
問
に
立
て

さ
ま
よ
っ
た
。
霊
妙
で
変
化
が
大
き
く
、
打
ち
開
け
て
爽
や
か
で
、
自
然
と
同
じ
で
あ
る
。
幼
秉
謙
光
に
至
り
、
幼
い
と
き
か
ら
謙
虚
で
そ
の
徳
が
抜
き
ん
出
て
て
お
り
。
重
要
な
内

容
を
尊
師
が
重
ね
て
伝
え
、
年
長
を
敬
い
先
君
の
教
え
を
承
っ
た
。
復
活
し
た
上
造
と
い
う
秦
代
の
爵
位
で
あ
っ
て
も
、
加
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
逯
自
踰
童
に
し
て
、
道
理
を
極

め
篤
を
積
ん
だ
。
日
没
直
前
の
わ
ず
か
な
時
間
を
貴
び
、
大
き
な
玉
壁
を
重
要
視
し
な
か
っ
た
。
さ
て
、
文
書
は
優
美
さ
、
鮮
明
さ
を
兼
ね
、
春
の
雲
を
思
っ
た
。
海
の
ほ
と
り
の
紅

花
は
、
風
波
が
山
の
よ
う
に
そ
ば
だ
。
広
大
で
あ
る
こ
と
よ
、
高
い
こ
と
よ
。
つ
ま
ず
い
て
隊
列
を
離
れ
た
馬
が
長
く
走
り
、
そ
の
深
さ
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
君
は
民
を
治
め

る
道
と
し
、
礼
楽
を
専
ら
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
上
位
に
安
ん
じ
民
を
救
い
、
文
武
を
兼
ね
た
。
設
孤
の
義
は
落
ち
る
こ
と
は
な
く
、
徳
行
を
見
る
こ
と
の
教
え
は
こ
こ
に
あ
る
。

そ
の
ま
ま
ま
た
兵
書
を
沢
山
読
み
、
よ
く
治
ま
り
武
芸
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
生
ま
れ
な
が
ら
道
を
知
り
、
道
は
こ
れ
ま
で
の
習
慣
に
従
っ
た
。
両
馬
は
よ
く
人
の
意
を
理
解
し
、
馬
に

ま
た
が
っ
て
的
を
仰
い
だ
。
既
に
工
は
等
し
く
刺
を
ま
ね
、
術
は
豪
を
貫
い
た
。
ど
う
し
て
正
し
い
方
向
が
定
ま
ら
ず
、
霜
を
飛
び
超
え
槍
で
物
体
を
深
く
射
る
の
だ
ろ
う
か
。
年
廿

、

、

、

。

、

、

の
と
き

太
和
二
十
三
年
で
奉
朝
請
と
な
り

尋
が
あ
っ
て
員
外
散
騎
侍
郎
と
な
り

ま
た
司
徒
中
兵
参
軍
に
転
じ
た

太
尉
の
元
王
は

人
間
の
器
は
当
時
の
優
れ
た
人
物
で
あ
り

恵
み
は
周
公
旦
や
邵
公
竉
の
意
思
を
兼
ね
て
い
た
。
会
計
の
役
所
を
適
切
に
管
理
し
、
公
的
な
行
事
で
も
民
間
の
英
知
を
結
集
し
た
。
そ
こ
で
ま
た
君
為
記
室
参
軍
に
転
じ
、
急
に
転

車
将
軍
を
加
え
ら
え
た
。
未
だ
就
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
さ
ら
に
ま
た
越
騎
校
尉
を
拜
し
、
後
に
従
事
中
郎
に
転
じ
た
。
君
子
は
身
体
が
仁
の
道
に
か
な
っ
て
お
り
、
信
を
踏
み
行
う

こ
と
が
基
本
と
な
っ
た
。
謹
ん
で
朝
廷
に
勤
務
し
、
公
に
勤
め
政
治
の
道
を
行
っ
た
。
明
け
方
、
早
朝
の
う
た
た
ね
の
誠
に
た
ど
り
着
き
、
朝
か
ら
夜
ま
で
我
が
身
を
顧
み
ず
王
事
に
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尽
く
し
た
。
誠
に
赤
と
青
の
色
を
発
し
、
詳
し
く
篆
書
で
書
い
た
記
録
を
書
く
。
美
し
い
時
を
借
り
、
社
会
の
評
価
と
は
異
な
る
も
の
を
取
っ
た
。
後
に
左
軍
将
軍
、
尚
書
庫
部
郎
に

遷
っ
た
。
知
っ
て
天
子
の
車
を
見
、
都
将
造
仗
を
務
め
た
。
日
々
呉
県
と
会
稽
郡
が
従
わ
ず
、
狡
猾
に
敵
と
な
っ
た
。
戦
に
用
い
る
旗
に
寄
、
優
れ
た
謀
を
な
し
た
。
ま
た
た
假
君
征

虜
将
軍
、
東
道
別
将
と
な
っ
た
。
君
は
遂
に
御
霊
屋
で
降
伏
を
受
け
入
れ
、
謹
ん
で
天
罰
を
行
っ
た
。
白
く
光
る
矛
が
日
光
を
覆
い
、
干
将
の
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
剣
は
天
を
輝
か
し

た
。
赤
い
旗
が
し
ば
ら
く
さ
さ
れ
、
群
衆
が
自
ら
廃
れ
た
。
兵
事
に
臨
み
、
敵
の
六
軍
が
降
伏
し
な
び
い
た
。
ま
た
長
い
雲
が
白
馬
に
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
過
ぎ
る
の
か
。
川
の
畔
に
帰

ろ
う
と
し
、
海
や
山
の
神
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。
軍
行
中
に
病
気
に
な
っ
た
。
君
子
様
は
病
気
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
都
に
帰
る
こ
と
を
求
め
、
詔
を
出
し
て
許
し
た
。
孝
昌
元
年
九

月
五
日
に
大
梁
の
東
に
至
り
、
公
館
の
次
に
亡
く
な
っ
た
。
年
齢
は
四
十
五
。
君
は
容
姿
が
優
れ
西
北
か
ら
吹
く
麗
風
の
よ
う
な
す
が
す
が
し
さ
が
あ
り
、
風
度
は
広
く
雅
び
で
あ
っ

た
。
つ
ま
ら
ぬ
宝
に
道
義
を
持
、
友
を
信
じ
人
を
愛
し
た
。
善
行
を
か
ね
歌
声
に
優
れ
、
弦
竹
を
う
ま
く
使
い
こ
な
し
た
。
王
侯
と
多
く
の
君
は
、
交
わ
ら
な
い
者
は
な
か
っ
た
。
こ

こ
で
朝
廷
の
英
才
は
前
人
の
道
を
受
け
継
ぎ
、
国
の
男
児
は
雲
に
帰
し
た
。
例
え
江
漢
の
会
に
鱗
胄
が
あ
っ
て
も
、
鄭
林
の
羽
族
に
到
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
優
れ
た
風
貌
は
世
間

に
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
憂
え
て
群
れ
を
離
れ
て
一
人
飛
ん
だ
。
文
章
や
道
徳
が
盛
ん
で
あ
り
、
急
に
遠
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
人
朝
廷
の
任
に
付
き
、
志
が
強
く
勇
気
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
山
中
か
ら
の
偉
人
も
慕
い
寄
り
、
門
前
の
土
地
を
継
い
で
き
た
。
君
は
皆
に
衣
類
と
食
料
を
分
け
与
え
、
動
物
を
助
け
る
に
餌
を
使
っ
た
。
覆
っ
て
賑
わ
し
救
い
、

得
が
た
い
こ
と
を
言
っ
た
。
ま
さ
に
神
鳥
に
引
か
れ
て
上
昇
し
よ
う
と
し
、
黒
龍
に
乗
っ
て
雲
の
道
を
進
ん
だ
。
崑
崙
山
の
最
も
高
い
九
重
か
ら
望
み
、
崑
崙
山
上
に
あ
る
と
い
う
仙

人
の
居
処
を
う
か
が
っ
た
。
人
の
年
齢
は
永
い
こ
と
は
な
く
、
あ
あ
悲
し
い
こ
と
よ
。
そ
の
月
の
十
九
日
に
洛
陽
永
年
里
の
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
。
帝
は
悼
み
、
持
節
平
北
将
軍
幽
州

刺
史
を
追
贈
し
、
牢
饌
を
賜
っ
た
。
謚
□
□
□
と
言
う
の
は

礼
で
あ
る
。
孝
昌
二
年
閏
十
一
月
十
九
日
を
も
っ
て
方
山
大
石
嶺
の
西
南
孟
夫
人
神
塋
の
右
に
遷
葬
し
た
。
た
く
さ
ん

の
前
賢
の
行
迹
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
棺
に
治
め
る
の
は
永
久
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
ど
う
し
て
創
建
の
白
絹
を
立
て
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
涙
は
ひ
と
み
を
嘆
か
せ
、
謹

ん
で
功
績
を
刻
み
、
冥
土
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
詞
に
い
う
。
大
本
の
海
浜
は
高
台
が
そ
ば
だ
っ
て
い
る
。
美
を
レ
ン
ゲ
に
繋
ぎ
、
天
か
ら
の
資
質
を
受
け
た
男
子
よ
。
才

能
の
あ
る
人
物
よ
、
馬
が
千
里
を
行
く
。
霧
に
な
ら
び
み
ず
ち
が
伸
び
る
よ
う
で
あ
り
、
風
に
乗
り
徳
が
起
こ
っ
た
。
あ
あ
我
が
君
、
龍
の
文
様
を
刻
む
よ
う
に
文
書
を
巧
み
に
飾
っ

て
い
る
。
美
し
く
汚
れ
が
な
い
月
と
結
び
、
教
育
感
化
さ
れ
て
い
る
。
人
の
な
か
に
あ
る
よ
こ
の
宝
、
事
物
を
調
べ
る
こ
と
よ
。
官
を
退
い
て
故
郷
に
帰
る
冠
を
付
け
た
賢
人
。
仁
を

身
に
つ
け
徳
を
成
し
遂
げ
、
孝
順
友
愛
を
基
本
と
し
て
い
る
。
礼
儀
に
あ
わ
な
い
も
の
に
踏
み
込
ま
ず
、
た
だ
善
に
よ
り
い
っ
て
い
る
。
あ
る
も
の
は
文
閣
の
周
辺
を
飛
び
、
あ
る
者

は
王
宮
の
小
門
に
い
る
。
龍
の
ご
と
き
で
あ
り
、
鳳
が
雲
の
間
を
飛
ん
で
い
る
祥
瑞
の
様
子
が
あ
る
。
竜
の
子
が
天
に
昇
る
よ
う
に
壮
気
盛
ん
で
あ
り
、
雄
々
し
い
心
は
早
く
そ
び
え

る
。
い
わ
ゆ
る
伊
仁
と
は
、
勇
気
の
気
持
ち
を
兼
ね
て
い
る
。
短
い
旗
に
は
神
が
宿
、
長
い
旗
に
は
昼
に
抱
く
。
明
る
い
日
、
沈
む
夕
日
は
、
ど
う
し
て
等
し
く
継
が
せ
る
こ
と
が
で
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き
な
い
の
か
。
天
は
与
善
を
称
す
、
昔
の
言
葉
は
信
用
に
値
す
る
。
誠
の
君
子
で
あ
る
こ
と
よ
、
な
ぜ
振
れ
な
い
の
か
。
宝
玉
の
箱
は
光
を
隠
し
、
名
刀
は
刃
を
こ
ぼ
す
。
古
い
こ
と

は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
、
遂
に
一
つ
の
埋
葬
す
る
形
と
な
っ
た
。
天
の
道
は
長
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
冥
土
の
世
界
は
ま
だ
半
ば
で
あ
る
。
神
鶏
が
鳴
い
て
も
夜
明
け
が
来
る
こ
と
は

な
く
、
金
属
の
香
炉
は
ど
の
く
ら
い
香
る
の
か
。
雲
が
悲
し
そ
う
に
棺
を
見
送
り
、
風
が
秋
の
柳
を
切
っ
て
い
る
。
地
下
の
世
界
の
こ
と
を
刻
み
、
香
り
が
絶
た
れ
る
こ
と
は
な
い
。

【
注
記
】

蓋
軒
袁
之
遐
胤

思
う
に
黄
帝
の
跡
継
ぎ
で
あ
る
と
い
う
意
。
軒
袁
は
軒
轅
。
黄
帝
の
名

『
史
記
』
五
帝
紀
に
「
黄
帝
者
、
少
典
之
子
、
姓
公
孫
、
名
曰
軒
轅

」
と
あ
り
、
同
司

。

。

01馬
相
如
伝
に
「
軒
轅
之
前
、
遐
哉
、
邈
乎

」
と
あ
る
。
遐
胤
は
文
献
に
引
用
は
な
い
。
元
鑒
墓
誌
銘
に
「
蝉
聯
遐
胤
」
と
あ
り
、
蘭
将
墓
誌
に
「
慶
鍾
遐
胤
」
と
あ
る
。
跡
継
ぎ
。

。

黄
帝
左
師
封
巨
之
后
也

黄
帝
の
側
近
や
師
匠
の
末
裔
で
あ
る
と
い
う
意
。
左
師
は
春
秋
の
官
名
で
、
宋
に
左
師
・
右
師
あ
り
、
四
郷
を
左
右
に
分
ち
て
左
師
は
左
（
東
）
の
二
郷

02を
領
し

右
師
は
右

西

の
二
郷
を
領
し
た

左
伝

僖
公
九
年
に

宋
襄
公
即
位

以
公
子
目
夷
為
仁

使
為
左
師
以
聴
政

於
是
宋
治

故
魚
氏
世
為
左
氏

と
あ
り

左

、

（

）

。『

』

「

、

、

、

、

。
」

、『

伝
』
文
公
七
年
に
「
夏
四
月
、
宋
成
公
卒
、
於
是
公
子
為
右
師
、
公
孫
友
為
左
師

」
と
あ
り

『
左
伝
』
襄
公
九
年
に
「
二
師
令
四
郷
正
敬
亨
」
の
注
に
「
二
師
、
左
右
師
也

」
と

。

、

。

、

「

、

、

。
」

、『

』

「

、

、

。
」

。

あ
り

そ
の
疏
の

宋
国
之
法

二
師
分
掌
其
方

左
右
各
掌
其
二
郷

と
あ
り

史
記

宋
微
子
世
家
に

平
公
三
年

楚
共
王
抜
宋
之
彭
城

以
封
宋
左
師
魚
石

と
あ
る

封
巨
は
黄
帝
の
師
匠
の
こ
と

『
史
記
』
孝
武
本
紀
に
「
黃
帝
時
雖
封
泰
山
、
然
風
后
、
封
巨
、
岐
伯
令
黃
帝
封
東
泰
山
、
禪
凡
山
、
合
符
、
然
后
不
死
焉

」
と
あ
る
。

。

。

君
稟
岳
為
霊

稟
岳
も
為
霊
も
文
献
に
は
出
典
が
な
い
。
墓
誌
銘
に
は
楊
遁
墓
誌
銘
に
「
上
稟
岳
霊
、
下
応
家
慶
」
と
あ
り
、
楊
仲
礼
墓
誌
銘
に
「
厥
稟
岳
霊
、
誕
膺
世
載
」
と
あ

03り
、
楊
謐
墓
誌
銘
（
同
出
の
墓
誌
銘
数
件
を
含
む
）
に
「
君
上
稟
嶽
靈
、
下
膺
家
慶
」
と
あ
る
。
君
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
山
岳
の
霊
魂
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
意
。

資
川
誕
気

資
川
も
誕
気
も
文
献
に
は
出
典
が
な
い
。
資
川
は
笱
景
墓
誌
銘
に
「
資
川
岳
之
霊
、
幼
而
有
知
、
長
而
通
敏
」
と
あ
り
、
王
道
習
墓
誌
銘
は
「
公
下
資
川
、
嶽
芒
稟
星

04辰

」
と
あ
る
。
川
の
霊
を
助
け
、
気
を
生
ま
れ
さ
せ
る
意
。

。風
飆
立
於
齠
始

つ
む
じ
風
が
幼
児
に
始
ま
る
頃
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
意
。
風
飆
は
つ
む
じ
風
。
旋
風

『
呉
子
』
論
将
篇
に
「
居
軍
荒
澤
、
草
楚
幽
穢
、
風
飆
數
至
、
可
焚
而

。

05
」

、『

』

「

」

『

』

「

、

」

、『

』

「

、

滅

と
あ
り

晋
書

杜
預
の
子
錫

に

落
落
焉
其
有
風
飇
者
也

と
あ
り

宋
書

庾
信
伝
に

風
飈
局
力

又
無
等
級
可
言

と
あ
り

南
斉
書

王
儉
伝
に

秋
葉
辭
條

不
假
風
飊
之
力
」
と
あ
る
。
齠
は
幼
児
の
歯
が
生
え
替
わ
る
幼
児
。
文
献
に
は
出
典
が
な
い
が
、
王
導
墓
誌
銘
に
「
初
孝
敬
備
於
齠
始
」
と
あ
る
。

孝
友
播
于
弱
齢

父
母
兄
弟
に
尽
く
こ
と
は
若
い
と
き
か
ら
広
く
及
ん
で
い
た
と
い
う
意
。
孝
友
は
よ
く
父
母
に
仕
え
、
兄
弟
に
親
し
む
意

『
書
経
』
君
陳
篇
に
「
惟
孝
、
友
于

。

06
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兄
弟
、
克
施
有
政

」
と
あ
り

『
詩
経
』
小
雅
・
六
月
篇
に
「
侯
誰
在
矣
、
張
中
孝
友
」
の
毛
伝
に
「
善
父
母
為
孝
、
善
兄
弟
為
友

」
と
あ
り

『
周
礼
』
春
官
、
大
司
楽
に
「
掌
成

。

、

。

、

均
之
法
、
以
楽
徳
教
国
子
、
中
和
祇
庸
孝
友

」
と
あ
る
。
播
は
広
く
及
ぼ
す
。
弱
齢
は
若
い
年
。

。

。

。『

』

「

、

」

乃
慨
然
有
賛
世
之
意
焉

志
を
立
て
て
天
下
を
助
け
る
意
思
が
あ
っ
た
と
い
う
意

慨
然
は
志
を
奮
い
起
こ
す
様

後
漢
書

范
滂
伝
に

登
車
攬
轡

慨
然
有
澄
清
天
下
之
志

07と
あ
る
。
賛
世
は
天
下
を
補
佐
治
理
す
る

『
周
礼
』
女
御
篇
に
「
凡
祭
祀
贊
世
婦
。
大
喪
掌
沐
浴

」
と
あ
り

『
三
国
志
』
蜀
志
・
馬
良
伝
に
「
尊
兄
應
期
贊
世
、
配
業
光
國
、
魄

。

。

、

兆
見
矣

」
と
あ
り

『
晋
書
』
祖
逖
伝
に
「
後
乃
博
覽
書
記
、
該
涉
古
今
、
往
來
京
師
、
見
者
謂
逖
有
贊
世
才
具

」
と
あ
る
。

。

、

。

。

。『

』

「

」

「

、

。
」

、

『

』

遂
靖
志
書
林

と
う
と
う
志
を
学
問
に
立
て
る
意
か

靖
志
は
立
志

文
選

張
衡

思
玄
賦

に

既
防
溢
而
靖
志
兮

迨
我
暇
以
翱
翔

と
あ
り

そ
の
李
善
注
に

字
林

08を
引
き

「
靖
、
立
也

」
と
あ
る
。
書
林
は
書
物
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
蔵
書
室
。
文
人
学
者
の
群
れ

『
後
漢
書
』
儒
林
伝
に
「
孝
和
亦
數
幸
東
觀
、
覽
閱
書
林

」
楊
雄

、

。

。

。

「
長
楊
賦
」
に
「
今
朝
廷
純
仁
、
遵
道
顕
義
、
并
包
書
林

」
と
あ
る
。

。

翱
翔
礼
圃

翱
翔
は
さ
ま
よ
う
こ
と

『
広
雅
』
釈
訓
篇
に
「
翱
翔
、
浮
游
也

」
と
あ
り

『
詩
経
』
斉
風
、
載
駆
篇
に
「
魯
道
有
蕩
、
斉
子
翱
翔

」
と
あ
り
、
そ
の
毛
伝
に
「
翱

。

。

、

。

09翔
、
彷
徉
也

」
と
あ
り

『
詩
経
』
檜
風
、
恙
裘
に
「
狐
裘
翱
翔
、
猶
逍
遙
也

」
と
あ
る
。
礼
圃
は
不
明
。

。

、

。

神
機
開
爽

霊
妙
で
変
化
が
大
き
く
、
打
ち
開
け
て
爽
や
か
な
意
。
神
機
は
霊
妙
な
働
き
。
変
化
極
ま
り
な
い
働
き

『
隋
書
』
柳
機
伝
に
「
雄
亮
名
節
自
立
、
忠
正
見
稱
、
謇
之

。

10神
情
開
爽
、
頗
為
疎
放
」
と
あ
る
の
が
最
も
近
い
意
か

『
淮
南
子
』
斉
俗
訓
に
「
神
機
陰
閉
、
剞
劂
無
迹
、
人
巧
之
妙
也

」
と
あ
り

『
魏
志
』
陳
思
王
植
業
伝
に
「
登
神
機
、
以

。

。

、

継
統

」
と
あ
る
。
開
爽
は
、
打
ち
開
け
て
爽
や
か
な
意

『
晋
書
』
祖
逖
伝
に
「
兄
該
納
等
、
並
開
爽
有
才
幹
」
と
あ
る
。

。

。

有
同
自
然

自
然
と
同
じ
で
あ
る
意
。
有
同
は
如
同

『
尚
書
』
周
書
・
無
逸
篇
に
「
殺
無
辜
。
怨
有
同

」
と
あ
り

『
孟
子
』
離
婁
下
篇
に
「
今
有
同
室
之
人
鬬
者

」
と
あ
る
。

。

。

、

。

11墓
誌
銘
に
は
元
寿
安
墓
誌
銘
に
「
有
同
一
変
、
無
敢
三
欺
」
と
あ
り
、
長
孫
子
梵
墓
誌
銘
に
「
有
同
用
捨
」
と
あ
り
、
馮
景
之
墓
誌
銘
に
「
有
同
歩
素
」
と
あ
る
。

。

。『

』

「

、

。」

至
而
幼
秉
謙
光

幼
い
と
き
か
ら
謙
虚
で
そ
の
徳
が
抜
き
ん
出
て
い
た
と
い
う
意

謙
光
は
へ
り
く
だ
っ
て
益
々
そ
の
徳
が
現
れ
る
こ
と

易
経

繋
辞
下
伝
に

謙

尊
而
光

12と
あ
り
、
そ
の
疏
に
「
謂
尊
者
有
謙
而
更
光
明

」
と
あ
る
。
ま
た

『
魏
志
』
高
貴
郷
公
伝
に
「
示
外
以
章
公
之
謙
光
焉

」
と
あ
り

『
晋
書
』
傅
祇
伝
に
「
祇
既
居
端
右
、
毎
宣
君

。

、

。

、

臣
謙
光
、
仁
以
恩
懐

」
と
あ
る
。

。

少
敦
仁
厚

幼
い
頃
か
ら
情
け
深
く
手
厚
い
と
い
う
意
。
仁
厚
は
仁
愛
寛
厚
の
意
味
。
情
け
深
く
手
厚
い

『
荀
子
』
富
国
篇
に
「
其
仁
厚
足
以
安
之
」
と
あ
り

『
韓
非
子
』
外
儲

。

、

13説
右
下
篇
に
「
田
成
恒
以
仁
厚
為
圃
池
也

」
と
あ
り

『
漢
書
』
宣
帝
紀
に
「
誠
愛
結
于
心
、
仁
厚
之
至
也

」
と
あ
り

『
南
史
』
虞
寄
伝
に
「

寄
少
篤
行
、
造
次
必
於
仁
厚
、
雖

。

、

。

、
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僮
豎
未
嘗
加
以
聲
色

」
と
あ
る
。

。

尊
師
重
伝

重
要
な
内
容
を
尊
師
が
重
ね
て
伝
え
る
こ
と

『
漢
書
』
に
「
詔
曰
、
國
之
將
興
、
尊
師
而
重
傅

」
と
あ
り

『
宋
史
』
に
「
帝
自
弱
齡
、
尊
師
重
傅

」
と
あ
る
。

。

。

、

。

14
敬
長
承
先

年
長
を
敬
い
先
君
の
教
え
を
承
る
と
の
こ
と
。
敬
長
は
年
長
者
を
敬
う
こ
と

『
礼
記
』
祭
義
篇
に
「
先
王
之
所
以
治
天
下
者
五
。
貴
有
德
。
貴
貴
。
貴
老
。
敬
長
。

。

15慈
幼
。
此
五
者
。
先
王
之
所
以
定
天
下
也

」
と
あ
り

『
孟
子
』
尽
心
上
篇
に
「
親
親
仁
也
。
敬
長
義
也

」
と
あ
り

『
韓
詩
外
伝
』
に
「
君
不
知
敬
長
、
則
民
不
知
貴
親

」
と
あ

。

、

。

、

。

、『

』

「

、

、

、

。
」

。

『

』

「

。

。
」

り

漢
書

翟
方
進
伝
に

臣
聞
國
家
之
興

尊
尊
而
敬
長

爵
位
上
下
之
禮

王
道
綱
紀

と
あ
る

承
先
は

毛
詩

国
風
・
鄘
・
相
鼠
篇
に

承
先
君
之
化

無
禮
儀
也

と
あ
り

『
魏
書
』
封
卓
妻
劉
氏
墓
誌
銘
に
「
爰
制
夫
婦
、
統
業
承
先

」
と
あ
る
。

、

。

雖
復
古
之
上
造
、
未
以
加
也

復
活
し
た
上
造
と
い
う
秦
代
の
爵
位
で
あ
っ
て
も
と
い
う
意
。
復
古
は
い
に
し
え
に
返
す
意

『
詩
経
』
小
雅
、
車
攻
篇
に
「
宣
王
、
復
古
也

」
と

。

。

16あ
り
、
上
造
は
秦
の
爵
位
名
。
功
労
を
称
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
。
漢
も
秦
制
を
設
け
、
第
二
級
の
爵
と
し
た
。

逯
自
踰
童

不
明
。

17

。

、

。『

』

「

、

、

、

。
」

、

味
道
弥
篤

道
理
を
極
め
篤
を
積
む
意

味
道
は
体
味
道
の
哲
理

体
察
の
道
理
の
意

晋
書

成
簡
公
伝
に

性
朴
素

不
求
榮
利

潛
心
味
道

罔
有
干
其
志
者

と
あ
り

18『
魏
書
』
常
景
伝
に
「
嚴
公
體
沉
靜
、
立
志
明
霜
雪
。
味
道
綜
微
言
、
端
蓍
演
妙
說

」
と
あ
る
。
ま
た
、
弥
篤
は
『
晋
書
』
劉
寔
伝
に
「
二
十
餘
年
、
浩
然
之
志
、
老
而
彌
篤

」
と

。

。

あ
り
、
同
子
廙

廙
子
恒
伝
に
「
常
布
衣
蔬
食
、
年
老
彌
篤

」
と
あ
り
、
同
紀
瞻
伝
に
「
慎
行
愛
士
、
老
而
彌
篤

」
と
あ
る
。

。

。

貴
寸
陰
於
将
暮

日
没
直
前
の
わ
ず
か
な
時
間
を
貴
ぶ
こ
と
。
寸
陰
は
わ
ず
か
な
時
間
の
意

『
淮
南
子
』
原
道
篇
に
「
聖
人
不
貴
尺
之
壁
、
而
重
寸
之
陰
、
時
難
得
而
易
失
也

」

。

。

19と
あ
る
。
将
暮
は
『
史
記
』
屈
原
伝
に
「
日
昧
昧
其
將
暮
、
含
憂
虞
哀
兮
」
と
あ
る
。
日
暮
れ
。

賎
尺
璧
而
非
珍

賎
尺
璧
は
大
き
な
玉
壁
を
重
要
視
し
な
い
こ
と

『
晋
書
』
葛
洪
伝
に
「
謝
浮
榮
而
捐
雜
藝
、
賤
尺
寶
而
貴
分
陰
」
と
あ
り

『
宋
書
』
范
泰
に
「
古
人
重
寸
陰
而

。

、

20賤
尺
璧
、
其
道
然
也

」
と
あ
る
。
非
珍
は
め
ず
ら
し
い
も
の
と
見
な
さ
な
い
こ
と
。

。

若
乃
辞
兼
蔚
炳

さ
て
、
文
書
は
優
美
さ
、
鮮
明
さ
を
兼
ね
る
意
。
若
乃
は
句
の
開
頭
部
分
。
さ
て
、
の
意
味
。
辞
兼
は
『
周
書
』
柳
慶
伝
に
「
慶
操
筆
立
成
、
辭
兼
文
質

」
と
あ

。

21る
。
ま
た
蔚
炳
は
優
美
、
鮮
明
、
華
美
の
意

『
魏
書
』
術
芸
伝
江
式
伝
に
「
又
建
三
字
石
経
於
漢
碑
之
西
其
文
蔚
炳
、
三
体
復
宣

」
と
あ
る
。

。

。

思
并
春
雲

春
の
雲
を
思
っ
た
と
い
う
意
。
春
雲
は
春
の
雲
。
ま
た
女
子
の
美
髪
を
言
う

『
晋
書
』
阮
籍
等
伝
賛
に
「
秋
水
揚
波
、
春
雲
歛
映
」
と
あ
る

《
花
月
痕
》
第
七
回
に

。

。

22「
春
雲
低
掠
兩
鴉
鬟
、
小
字
新
鐫
在
玉
山

」
と
あ
る
。

。
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海
浜
霞
英

海
の
ほ
と
り
の
紅
花
。
海
浜
は
海
の
ほ
と
り
、
人
の
い
な
い
所

『
書
経
』
禹
貢
篇
に
「
厥
土
白
墳
、
海
浜
広
斥

」
と
あ
り
る
。
霞
英
は
紅
花
。
唐

周
繇

「
看
牡
丹

。

。

23赠
段
成
式
」
詩
に
「
金
蕊
霞
英
疊
彩
香
、
初
疑
少
女
出
蘭
房

」
と
あ
る
。

。

風
搏
岳
峙

風
波
が
山
の
よ
う
に
そ
ば
だ
つ
。
風
搏
は
風
波
の
意
味
か
。
岳
峙
は
山
の
よ
う
に
そ
ば
だ
つ
意

『
夏
侯
湛

江
上
泛
歌
』
に
「
驚
翼
兮
垂
天
、
鯨
魚
兮
岳
峙
」
と
あ

。

24り

『
隋
書
』
虞
綽
伝
に
「
雲
浮
岳
峙
」
と
あ
る
。

、浩
浩
焉

浩
浩
は
『
詩
経
』
小
雅
、
雨
無
正
篇
に
「
浩
浩
昊
天
、
不
駿
其
徳
」
の
集
伝
に
「
浩
浩
、
広
大
貎
」
と
あ
り

『
礼
記
』
中
庸
篇
に
「
淵
淵
其
淵
、
浩
浩
其
天
」
の
章
句

、

25に
「
浩
浩
、
広
大
貎
」
と
あ
る
。
広
大
な
様
。

崇
崇
焉
は
高
い
さ
ま
。
隆
々

『
文
選
』
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
に
「
崇
崇
圜
丘
、
隆
隠
天
兮
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
「
崇
崇
、
高
貌
也

」
と
あ
る
。

。

。

26
固
已
跌
班
馬
而
長
駆
、
其
深
不
可
測
也

つ
ま
ず
い
て
隊
列
を
離
れ
た
馬
が
長
く
走
り
、
そ
の
深
さ
は
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
意
。
跌
は
つ
ま
ず
く
。
班
馬
は
隊
列
を
離
れ

27た
馬
。
離
れ
ご
ま

『
左
伝
』
襄
公
十
八
年
「
有
班
馬
之
声
、
斉
師
其
選
」
の
杜
預
注
に
「
夜
遁
馬
不
相
見
、
故
鳴
。
班
、
别
也

」
と
あ
る
。
長
駆
は
軍
隊
や
馬
を
長
く
走
ら
せ
る
こ

。

。

と
、
遠
く
ま
で
敵
を
追
っ
て
行
く
こ
と

『
戦
国
策
』
斉
策
に
「
長
駆
到
斉
、
晨
而
求
見
」
と
あ
り

『
史
記
』
秦
本
紀
に
「
造
父
為
穆
王
御
、
長
馳
帰
同
、
以
救
乱

」
と
あ
る
。

。

、

。

君
以
為
治
民
之
道

君
は
民
を
治
め
る
道
と
す
る
と
い
う
意
。
治
民
は
『
書
経
』
召
誥
篇
に
「
王
厥
有
成
命
、
治
民
今
休
」
と
あ
り

『
左
伝
』
哀
公
十
一
年
に
「
士
不
能
死
、
何

、

28以
治
民
」
と
あ
り

『
漢
書
』
公
孫
弘
伝
に
「
此
八
者
、
治
民
之
本
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
治
民
之
道
は
『
梁
書
』
元
帝
に
「
尚
訪
治
民
之
道
、
放
勛
入
於
姑
射
、
猶
使
樽
俎
有
歸

」

、

。

と
あ
る
。

。

。『

』

「

、

。

、

。

、

非
専
礼
楽

礼
楽
を
専
ら
に
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
意

礼
楽
は
礼
節
と
音
楽

礼
記

楽
記
に

樂
也
者

情
之
不
可
變
者
也

禮
也
者

理
之
不
可
易
者
也

樂
統
同

29禮
辨
異
。
禮
樂
之
説
、
管
乎
人
情
矣

」
と
あ
る
。

。

安
上
済
氓

上
位
に
安
ん
じ
民
を
救
う
こ
と

安
上
は
上
位
に
安
ん
じ
い
る
こ
と

易
経

萃
篇
に

象
曰

齎
否
涕
漢

未
安
上
也

と
あ
る

済
氓
は
濟
民

民
を
救
う

書

。

。『

』

「

、

、

」

。

。

。『

30経
』
武
成
伝
に
「
惟
爾
有
神
、
尚
克
相
予
以
濟
兆
民
、
無
作
神
羞

」
の
毛
伝
に
「
神
庶
幾
助
我
渡
民
危
害
、
無
爲
神
羞
辱

」
と
あ
る
。

。

。

事
兼
文
武

文
武
を
兼
ね
る
意
味

『
陳
書
』
高
祖

陳
覇
先
下
は
「
西
漢
城
陽
、
事
兼
功
烈
」
と
あ
り

『
南
史
』
王
曇
首
伝
に
「
沐
浴
唐
風
、
事
兼
比
屋
」
と
あ
り

『
晋
書
』

。

、

、

31孝
武
帝

司
馬
曜
伝
に
「
疆
埸
之
虞
、
事
兼
平
日

」
と
あ
り

『
宋
書
』
廬
江
王
褘
伝
に
「
事
兼
家
國
、
推
鋒
履
險
」
と
あ
る
。

。

、

設
孤
之
義
不
墜

設
孤
は
『
元
史
』
劉
秉
忠
伝
に
「
鰥
寡
孤
獨
廢
疾
者
、
宜
設
孤
老
院
、
給
衣
糧
以
為
養

」
と
あ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

。

32
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観
德
之
訓
在
焉

徳
行
を
見
る
こ
と
の
教
え
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
う
意
。
観
德
は
徳
行
を
見
る

『
書
経
』
咸
有
一
徳
篇
に
「
七
世
之
廟
、
可
以
觀
德
。
萬
夫
之
長
、
可
以
觀
政

」

。

。

33と
あ
り

『
史
記
』
楽
書
篇
に
「
是
故
君
子
反
情
以
和
其
志
、
廣
樂
以
成
其
教
、
樂
行
而
民
鄉
方
、
可
以
觀
德
矣
」
と
あ
り

『
法
言
』
寡
見
篇
に
「
所
謂
観
、
観
徳
也

」
と
あ
る
。

、

、

。

訓
は
教
え
。

遂
復
頗
閲
兵
書

遂
に
ま
た
兵
書
を
沢
山
読
ん
だ
と
い
う
意
。
兵
書
は
『
漢
書
』
芸
文
志
に
「
凡
兵
書
五
十
三
家
、
七
百
九
十
篇
、
圖
四
十
三
卷

」
と
あ
る
よ
う
に
古
代
軍
事
著

。

34作
の
総
称
。

時
閑
弓
馬

よ
く
治
ま
り
武
芸
が
盛
ん
に
な
っ
た
意
。
時
閑
は
時
世
が
静
か
で
よ
く
治
ま
る
こ
と

『
三
国
志
』
蜀
書
馬
良
弟
謖
伝
に
「
若
乃
和
光
悅
遠
、
邁
德
天
壤
、
使
時
閑
於

。

35
」

、

。

。『

』

「

、

。
」

、『

』

「

、

聽

と
あ
り

弓
馬
は
游
術
と
馬
術

転
じ
て
武
芸
・
武
士
等
の
意
味

後
漢
書

陳
亀
伝
に

家
世
辺
将

雄
於
北
州

と
あ
り

三
国
志

呉
史

韓
当
伝
に

以
便
弓
馬

有
膂
力
、
幸
於
孫
堅

」
と
あ
り

『
晋
書
』
王
済
伝
に
「
好
弓
馬
、
勇
力
絶
人

」
と
あ
る
。

。

、

。

、

。『

』

「

。
」

、『

』

「

、

、

体
若
生
知

生
知
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
知
る

生
ま
れ
な
が
ら
道
を
知
る
こ
と

論
語

季
氏
篇
に

生
而
知
之
者
也

と
あ
り

抱
朴
子

勖
学
篇

人
理
之
曠

道
德
之
遠

36陰
陽
之
變
、
鬼
神
之
情
、
緬
邈
玄
奥
、
誠
難
生
知
。

」
と
あ
る
。
体
若
生
知
の
類
似
表
現
と
し
て
『
魏
書
』
高
祖
孝
文
帝
紀
に
「
尼
父
稟
達
聖
之
姿
、
體
生
知
之
量
、
窮
理
盡
性
、

道
光
四
海

」
と
あ
る
。

。

。

「

」

、

「

」

。

、

。

無
假
因
習

道
は
こ
れ
ま
で
の
習
慣
に
従
っ
た
と
い
う
意

辛
穆
墓
誌
銘
に

無
假
因
習

と
あ
り

王
令
嬀
墓
誌
銘
に

貞
閑
之
操
無
假
因
習

と
あ
る

無
假
は
真

道

37『
荘
子
』
徳
充
符
篇
に
「
審
乎
無
假
、
而
不
与
物
遷

」
の
注
に
「
明
性
命
之
固
当
、
任
物
之
自
遷

」
と
あ
り
、
同
天
進
篇
に
「
審
乎
無
假
、
而
不
与
利
遷

」
と
あ
る
。
因
習
は
こ

。

。

。

れ
ま
で
の
習
慣
に
従
う
こ
と

『
魏
書
』
釈
老
志
に
「
終
恐
因
習
滋
甚
、
有
虧
恒
式

」
と
あ
る
。
類
似
の
表
現
と
し
て
、
高
樹
生
妻
韓
期
姫
墓
誌
銘
に
「
無
假
伝
習
」
と
あ
り
、

。

。

宇
文
廙
墓
誌
銘
に
「
忠
信
無
假
因
習
」
と
あ
る
。

至
於
項
発
口
縦
之
能

項
発
口
縦
は
両
馬
は
よ
く
人
の
意
を
理
解
す
る
こ
と
を
形
容
す
る

『
三
国
志
』
魏
志
・
文
帝
紀
「
文
帝

天
資
文
藻
」
の
裴
松
之
注
に
三
国
魏
の
曹
丕
「
典

。

38論

自
叙
」
に
「
彧
言
、
聞
君
善
左
右
射
、
此
實
難
能
。
余
言
、
執
事
未
覩
夫
項
發
口
縱
、
俯
馬
蹄
而
仰
月
支
也

」
と
あ
る
。

。

俯
蹄
月
支
之
妙

出
典
は
、

と
同
じ
。
弓
矢
の
的
の
こ
と
。
馬
に
ま
た
が
っ
て
的
を
仰
ぐ
こ
と
。

39

38

固
已
工
侔
擬
刺

出
典
は
不
明
。
侔
は
ひ
と
し
い
、
擬
は
ま
ね
る

40
術
等
貫
豪

出
典
は
不
明
。

41
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豈
伊
規
矩
中
則

豈
伊
は
語
中
の
助
詞
で
義
は
な
い

『
詩
経
』
小
雅
・
頍
弁
篇
に
「
豈
伊
異
人
、
兄
弟
匪
他

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
杜
喬
篇
に
「
故
陳
資
斧
而
人
靡
畏
、
班
爵

。

。

、

42位
而
物
無
勸
。
苟
遂
斯
道
、
豈
伊
傷
政

」
と
あ
る
。
規
矩
は
定
規

『
礼
記
』
経
解
篇
に
「
規
矩
誠
設
、
不
可
欺
以
方
圜
」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
規
所
以
正
圓
、
矩
所
以
正

。

。

方

」
と
あ
る
。
中
則
は
『
礼
記
』
祭
統
篇
に
「
若
中
則
釋
獲
者
坐
而
釋
獲

」
と
あ
る
。

。

。

踰
霜
飲
羽
而
已
哉

霜
を
飛
び
超
え
槍
で
物
体
を
深
く
射
る
意
。
踰
は
超
え
る
。
踰
霜
は
霜
を
飛
び
超
え
る
。
飲
羽
は
槍
で
物
体
を
深
く
射
る
こ
と

『
呂
氏
春
秋
』
精
通
篇
に
「
養

。

43由
基
射
兕
中
石
、
矢
乃
飲
羽

」
の
高
誘
注
に
「
飲
羽
、
飲
矢
至
羽

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
馮
衍
上
篇
に
「
鄙
語
曰
、
水
不
激
不
能
破
舟
、
矢
不
激
不
能
飲
羽

」
と
あ
る
。

。

。

、

。

器
寔
時
珍

人
間
の
器
は
当
時
の
優
れ
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
意
。
器
寔
は
元
朗
墓
誌
銘
に
「
才
為
世
範
、
器
寔
人
雄
」
と
あ
る
。
時
珍
は
当
時
の
優
れ
た
人
物
。
韋
応
物
「
送
陸

44侍
御
還
越
詩
」
に
「
英
声
頻
籍
甚
、
交
辟
迺
時
珍
」
と
あ
る
。

竉
兼
周
邵

恵
み
は
周
公
旦
や
邵
公
竉
の
意
思
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
意
。
周
邵
は
『
史
記
』
李
斯
伝
に
「
不
然
、
斯
之
功
旦
周
邵
列

」
と
あ
り

『
漢
書
』
宣
元
六
王
伝
に
「
大

。

、

45王
即
有
周
邵
之
名

」
と
あ
る
。
周
公
旦
や
邵
公
竉
の
こ
と
。
尓
朱
元
静
墓
誌
銘
に
「
始
同
周
邵
」
と
あ
り
、
宇
文
廙
墓
誌
銘
に
「
周
邵
為
父
」
と
あ
る
。

。

允
釐
太
府

允
釐
太
府
は
会
計
の
役
所
を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と

『
尚
書
』
尭
典
伝
に
「
允
釐
百
工
。
庶
績
咸
熙

」
と
あ
る
。

。

。

46
式
尽
民
英

公
的
な
行
事
で
も
民
間
の
英
知
を
結
集
し
た
と
い
う
意
。
式
は
公
的
行
事
の
こ
と
か
。
民
英
は
民
間
の
英
才

『
魏
書
』
李
平
伝
に
「
並
時
譽
民
英
、
勠
力
匡
輔
」
と

。

47あ
る
。
ま
た
、
元
延
明
墓
誌
銘
に
「
同
輿
操
剣
、
允
属
民
英
、
非
直
強
項
見
奇
」
と
あ
り
、
楊
順
墓
誌
銘
に
「
是
惟
家
宝
、
寔
曰
民
英
」
と
あ
り
、
元
玕
墓
誌
銘
に
「
遺
風
旧
俗
、
世

挺
民
英

」
と
あ
る
。

。

君
体
仁
成
器

君
子
は
身
体
が
仁
の
道
に
か
な
っ
て
お
り
、
名
器
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
。
體
仁
は
身
体
が
仁
の
道
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と

『
易
経
』
乾
篇
に
「
君
子
體
仁
、

。

48足
以
長
人

」
と
あ
り
、
そ
の
孔
穎
達
疏
に
「
言
君
子
之
人
、
體
包
仁
道
、
汎
爱
施
生
、
足
以
尊
長
於
人
也

」
と
あ
る
。
ま
た
、
成
器
は
よ
い
器

『
礼
器
』
王
制
篇
「
錦
文
珠
玉
成

。

。

。

、

。
」

「

、

。
」

、『

』

「

。
」
、

「

、

。」

、『

』

「

。

。

器

不
粥
於
市

の
注
に

成

猶
善
也

と
あ
り

礼
記

少
儀

毋
衣
服
譬
衣
服
成
器

そ
の
注

姓

猶
善
也

と
あ
り

左
伝

襄
公
九
年
に

貞

事
之
幹
也

體
仁
足
以
長
人
。
嘉
德
足
以
合
禮

」
と
あ
る
。

。

履
信
為
基

履
信
は
信
を
踏
み
行
う
こ
と

『
易
経
』
繋
経
上
伝
に
「
子
曰
、
祐
者
、
助
也
。
天
之
所
助
者
、
順
也
。
人
之
所
助
者
、
信
也
。
履
信
思
乎
順
、
又
以
尚
賢
也

」
と
あ

。

。

49り

『
三
国
志
』
蜀
志
劉
禅
伝
に
「
履
信
思
順
、
以
享
左
右
無
彊
之
休

」
と
あ
る
。
信
を
踏
み
行
う
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

、

。

恪
謹
居
朝

謹
ん
で
朝
廷
に
勤
務
す
る
意
。
恪
謹
は
慎
む

『
書
経
』
楽
志
に
「
先
王
有
服
、
恪
謹
天
命

」
と
あ
る
。
居
朝
は
『
宋
書
』
恩
倖
伝
に
「
且
任
子
居
朝
、
咸
有
職
業
」

。

。

50
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と
あ
り

『
周
書
』
王
操
伝
に
「
操
既
位
居
朝
右
」
と
あ
る
。

、

勤
公
政
理

公
に
勤
め
政
治
の
道
を
行
う
こ
と
。
勤
公
は
『
礼
記
』
祭
統
篇
に
「
其
勤
公
家
。
夙
夜
不
解

」
と
あ
り

『
周
書
』
周
恵
達
篇
に
「
性
謙
退
、
善
下
人
、
盡
心
勤
公
、

。

、

51進
拔
良
士

」
と
あ
る
。
公
に
勤
め
る
。
政
理
は
、
政
治
の
道
理
、
人
事
が
よ
く
治
ま
る
こ
と

『
鬼
谷
乎
』
本
経
陰
符
に
「
原
入
事
之
政
理

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
郅
寿
伝
に
「
考

。

。

。

、

、

、

」

、『

』

「

、

。
」

、『

』

「

、

」

。

知
政
理

違
失
人
心

輒
改
更
之

と
あ
り

三
国
志

蜀
志
諸
葛
亮
伝
に

外
結
好
孫
権

内
脩
政
理

と
あ
り

後
漢
書

張
衡
伝
に

上
下
粛
然

称
為
政
理

と
あ
る

至
而
昧
旦
将
朝
暇
寐
之
誠

明
け
方
、
早
朝
の
う
た
た
ね
の
誠
に
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
意
。
出
典
は
『
左
伝
』
宣
公
二
年
の
「
盛
服
將
朝
。
尚
早
。
坐
而
假
寐

」
か
ら
で
あ
ろ

。

52う
。
昧
旦
は
夜
明
け
方
。
早
朝
。
黎
明

『
詩
経
』
鄭
風

友
曰
雞
鳴
に
「
女
曰
雞
鳴
、
土
曰
昧
旦
」
の
集
伝
に
「
昧
、
晦
、
旦
、
明
也
。
昧
旦
、
天
欲
旦
、
昧
晦
来
弁
之
際
也

」
と

。

。

あ
り
、
将
朝
は
早
朝
。
暇
寐
は
う
た
た
ね

『
詩
経
』
小
雅

小
弁
篇
に
「
假
寐
永
嘆
、
惟
憂
用
老
」
の
鄭
箋
に
「
不
脱
冠
衣
、
曰
假
寐
」
と
あ
り

『
左
伝
』
宣
公
二
年
「
趙
宣
子
盛

。

、

服
将
朝
、
尚
早
、
坐
而
假
寐
」
と
あ
る
。

夙
夜
匪
躬
之
節

朝
か
ら
夜
ま
で
我
が
身
を
顧
み
ず
王
事
に
尽
く
す
こ
と
。
夙
夜
は
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
。
朝
か
ら
晩
ま
で
怠
ら
な
い
こ
と

『
詩
経
』
大
雅

蒸
民
篇
に
「
既

。

53明
且
哲
、
以
保
其
身
、
夙
夜
匪
解
、
以
事
一
人
」
と
あ
り
、
匪
躬
は
我
が
身
を
顧
み
な
い

『
易
経
』
蹇
篇
に
「
王
臣
蹇
蹇
、
匪
躬
之
故

」
と
あ
り

『
風
俗
通
』
正
失
篇
に
「
忠
蹇

。

。

、

匪
躬
、
尽
誠
事
国

」
と
あ
る
。
匪
躬
之
節
は
韓
愈
『
争
臣
論
』
に
「
居
無
用
之
地
、
而
致
匪
躬
之
節

」
と
あ
る
。
我
が
身
を
顧
み
ず
王
事
に
尽
く
す
忠
節
。

。

。

諒
亦
炳
発
丹
青

誠
に
赤
と
青
の
色
を
発
し
た
と
い
う
意
。
諒
は
誠
に
の
意
味
。
炳
発
は
『
宋
書
』
孝
武
帝
劉
駿
伝
に
「
故
臨
經
式
奠
、
煥
乎
炳
發
、
道
喪
世
屯
、
學
落
年
永

」
。

54と
あ
り
、
同
神
鳥
伝
に
「
又
飛
下
地
、
五
采
炳
發
、
留
十
餘
刻

」
と
あ
る
。
丹
青
は
丹
砂
と
青
丹
。
赤
と
青
の
絵
の
具
の
材
料
に
な
る
石

『
周
礼
』
秋
官
、
職
金
に
「
掌
凡
金
石
錫

。

。

石
丹
青
之
戒
令

」
と
あ
り

『
管
子
』
小
称
篇
に
「
丹
青
在
山
、
民
知
而
取
之

」
と
あ
り

『
史
記
』
李
斯
伝
に
「
江
南
金
錫
不
為
用
、
西
蜀
丹
青
不
為
采

」
と
あ
る
。

。

、

。

、

。

詳
書
篆
素

詳
し
く
篆
書
で
書
い
た
記
録
を
書
く
。
左
思
「
呉
都
賦
」
に
「
鳥
策
篆
素
」
の
注
に
「
善
曰
、
篆
素
、
篆
書
于
素
也
。
銑
曰
、
篆
、
大
篆
書
也
、
素
謂
、
帛
也

」
と

。

55あ
る
。
ま
た
、
李
蕤
墓
誌
銘
に
「
芳
題
篆
素
」
と
あ
り
、
邢
偉
墓
誌
銘
に
「
篆
素
有
時
歇
滅
」
と
あ
り
、
元
琛
墓
誌
銘
に
「
楊
光
篆
素

「
篆
素
堙
［
左
垂
＋
右
夬

」
と
あ
り
、
元
孟

」

］

輝
墓
誌
銘
に
「
刊
彰
篆
素
」
と
あ
る
。

豈
伊
借
美
当
時

美
し
い
時
を
借
り
る
と
い
う
意
。
豈
伊
は
語
中
の
助
字
で
義
は
な
い

『
詩
経
』
小
雅
頍
弁
篇
に
「
豈
伊
異
人
。
兄
弟
匪
他

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
李
杜
伝
に

。

。

、

56「
苟
遂
斯
道
、
豈
伊
傷
政
、
為
亂
而
已
、
喪
身
亡
國
、
可
不
慎
哉
」
と
あ
る
。
美
当
は
『
魏
書
』
常
景
伝
に
「
常
景
以
文
義
見
宗
、
著
美
當
代

」
と
あ
る
。
房
悦
墓
誌
銘
に
「
賓
寮

。

之
盛
尽
美
当
時
」
と
あ
り
、
元
顕
墓
誌
銘
に
「
豈
唯
擅
美
当
時
」
と
あ
り
、
和
照
墓
誌
銘
に
「
功
美
当
時
」
と
あ
る
。
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取
異
世
談
而
已

社
会
の
評
価
と
は
異
な
る
も
の
を
取
る
意
。
取
異
は
『
晋
書
』
羊
祜
伝
に
「
不
能
舉
賢
取
異
」
と
あ
り
『
三
国
志
』
呉
書

孫
策
伝
に
「
策
英
氣
傑
濟
、
猛
銳
冠

57
、

、

。
」

。

。『

』

「

、

。
」

、『

』

「

、

世

覽
奇
取
異

志
陵
中
夏

と
あ
る

世
談
は
社
会
の
世
論

晋
書

劉
毅
伝
に

世
談
以
陛
下
比
漢
文
帝

人
心
猶
不
多
同

と
あ
り

宋
書

王
僧
達
伝
に

王
僧
達

餘
慶
所
鍾
、
早
登
榮
觀
、
輕
險
無
行
、
暴
於
世
談

」
と
あ
る
。

。

復
知
監
法
駕

知
っ
て
天
子
の
車
を
見
る
意
。
復
知
は
『
後
漢
書
』
杜
篤
篇
に
「
乃
上
奏
論
都
賦
曰
、
臣
聞
知
而
復
知
、
是
為
重
知

」
と
あ
り
、
法
駕
は
天
子
の
車
駕

『
史
記
』

。

。

58呂
后
紀
に
「
廼
奉
天
子
法
駕
、
迎
代
王
於
邸

」
の
注
に
「
集
解
曰
、
蔡
邕
曰
、
天
子
有
大
駕
・
小
駕
・
法
駕
、
上
所
乗
、
曰
金
根
車
、
駕
六
車
、
有
五
時
副
車
、
駕
四
馬
、
侍
中
参

。

、

。
」

、『

』

「

、

」

、

「

、

、

、

。
」

。

乗

属
車
三
十
六
乗

と
あ
り

漢
書

文
帝
紀
に

奉
天
子
法
駕

迎
大
邸

と
あ
り

そ
の
注
に

如
淳
曰

法
駕
者
侍
中
驂
乗

法
車
郎
御

属
車
三
十
六
乗

と
あ
る

都
将
造
仗
事

都
将
は
禁
軍
統
平
の
官
名
。
造
仗
は
『
魏
書
』
崔
光
伝
に
「
正
始
中
、
大
修
器
械
、
為
諸
州
造
仗
都
使

」
と
あ
り
、
寧
恒
墓
誌
銘
に
「
辟
為
承
統
監
造
仗
」
と
あ

。

59る
。日

（
曰
？
）
以
呉
会
未
賓

日
々
呉
県
と
会
稽
郡
が
従
わ
な
い
意
。
呉
会
は
呉
県
と
会
稽
郡
と
の
連
称

『
魏
書
』
盧
玄
伝
に
「
吳
會
之
民
、
延
踵
皇
澤
、
正
是
齊
軌
之
期
、
一
同

。

60之
會

」
と
あ
り
、
魏
懿
墓
誌
銘
に
「
将
掃
呉
会
」
と
あ
る
。
賓
は
従
う
。

。

。

『

』

「

。

。
」

、『

』

「

、

。
」

、

狡
焉
為
寇

狡
猾
に
敵
と
な
る

狡
焉
は

左
伝

成
公
八
年
伝
に

夫
狡
焉
思
啟
封
疆

以
利
社
稷
者

と
あ
り

晋
書

冉
閔
伝
に

狡
焉
石
氏

怙
亂
窮
兵

と
あ
り

61『
魏
書
』
古
弼
伝
に
「
今
北
狄
孔
熾
、
南
虜
未
滅
、
狡
焉
之
志
、
窺
伺
邊
境
、
是
吾
憂
也

」
と
あ
る
。
寇
は
敵
。
元
延
明
墓
誌
銘
に
「
咸
為
寇
場
」
と
あ
り
、
司
馬
僧
光
に
「
鞠
爲

。

寇
壤
」
と
あ
る
。

戎
旃
之
寄

戦
に
用
い
る
旗
に
寄
る
こ
と
。
戎
旃
は
戦
に
用
い
る
旗

『
梁
書
』
に
「
軍
國
多
虞
、
戎
旃
未
靜
、
青
領
雖
黔
首
宜
安

」
と
あ
り

『
南
斉
書
』
謝
朓
伝
に
「
西
浮
七

。

。

、

62澤
、
契
闊
戎
旃
、
從
容
讌
語

」
と
あ
る
。

。

実
佇
英
謀

英
謀
は
優
れ
た
謀

『
梁
書
』
武
帝
蕭
衍
伝
中
に
「
政
法
多
昧
、
實
佇
羣
才
、
用
康
庶
績

」
と
あ
る
。

。

。

63

。

。『

』

「

、

、

、

。
」

君
遂
受
服
廟
庭

君
は
遂
に
御
霊
屋
で
降
伏
を
受
け
入
れ
た
と
い
う
意

受
服
は
降
伏
を
受
け
入
れ
る

左
伝

昭
公
七
年
伝
に

公
孫
晳
曰

受
服
而
退

俟
釁
而
動

可
也

64と
あ
り

国
語

呉
語
に

今
天
降
衷
於
呉

斉
師
受
服

孤
豊
敢
自
他

と
あ
り

ま
た

廟
庭
は
廟
廷

御
霊
屋

呉
志

勵
士
篇
に

於
是
武
侯
設
坐
廟
庭

と
あ
り

三

、『

』

「

、

、

。」

。

、

。

。『

』

「

」

、『

国
志
』
明
帝
曹
叡
伝
に
「
車
騎
將
軍
程
昱
於
太
祖
廟
庭

」
と
あ
る
。

。

龔
行
天
罰

謹
ん
で
天
罰
を
行
う
意
。
龔
行
は
『
呂
氏
春
秋
』
先
己
篇
に
「
夏
后
伯
啟
與
有
扈
、
戰
於
甘
澤
而
不
勝
」
の
高
誘
注
に
書
経
を
引
い
て
「
今
予
惟
龔
行
天
之
罰

」
と

。

65
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、『

』

「

、

、

」

、『

』

「

、

、

、

、

、

。
」

あ
り

漢
書

敍
傳
に

平

龔
行
天
罰

赫
赫
明
明

と
あ
り

後
漢
書

申
屠
剛
伝
に

伏
念
本
朝
躬
聖
德

舉
義
兵

龔
行
天
罰

所
當
必
摧

誠
天
之
所
福

非
人
力
也

と
あ
り
、
同
班
彪
伝
に
「
龔
行
天
罰
、
應
天
順
民
」
と
あ
る
。
龔
行
天
罰
は
達
府
忠
墓
誌
銘
に
「
龔
行
天
罰
」
と
あ
る
。

。

。『

』

「

、

」

、『

』

「

、

霜
戈
翳
日

白
く
光
る
矛
が
日
光
を
覆
う
様

霜
戈
は
白
く
光
っ
て
鋭
い
矛

漢
書

武
帝
紀
に

霜
戈
一
揮

巨
猾
奔
迸

と
あ
り

南
斉
書

苪
苪
伝
に

振
霜
戈
於
并
代

66鳴
和
鈴
於
秦
趙

」
と
あ
る
。
翳
日
は
日
光
を
覆
う
。
曹
植
「
感
節
賦
」
に
「
折
若
華
之
翳
日
、
庶
朱
光
之
常
照

」
と
あ
り

『
晋
書
』
楽
志
に
「
嗽
永
作
霧
翳
日
」
と
あ
る
。

。

。

、

雄
戟
耀
天

干
将
の
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
剣
は
天
を
輝
か
す
意
。
雄
戟
は
干
将
が
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
二
剣
の
内
の
一
つ

『
呉
越
春
秋
』
闔
閭
内
伝
や
『
捜
神
記
』
の
記
載
に
よ

。

67れ
ば
、
干
将
・
莫
耶
は
呉
王
の
命
令
で
作
ら
れ
た
中
国
の
名
剣
で
あ
り
、
そ
れ
を
作
っ
た
夫
婦
の
名
前
で
あ
る
。
ま
た
徐
徹
墓
誌
銘
に
「
於
是
手
持
雄
戟
」
と
あ
る
。

朱
旗
暫
指

暫
は
短
時
間

朱
旗
は
赤
い
旗

漢
書

叙
伝
に

神
母
告
符

朱
旗
乃
挙

と
あ
り

曹
植
の

責
躬
詩

に

朱
旗
所
払

九
土
披
攘

と
あ
り

劉
嘆

九

。

。『

』

「

、

。
」

、

「

」

「

、

。
」

、

「

68嘆

遠
逝
「
杖
玉
華
與
朱
旗
兮
、
垂
明
月
之
玄
珠

」
と
あ
る
。
朱
旗
は
尓
朱
襲
墓
誌
銘
に
「
雲
結
朱
旗
」
と
あ
り
、
元
賢
墓
誌
銘
に
「
朱
旗
日
映
」
と
あ
り
、
韓
裔
墓
誌
銘
に
「
朱

。

旗
赫
奕
」
と
あ
り
、
董
栄
暉
墓
誌
銘
「
恭
恭
朱
旗
」
と
あ
る
。

。

『

』

「

、

」

「

、

、

、

」

群
醜
自
廃

群
衆
が
自
ら
廃
れ
る
こ
と

群
醜
は

三
国
志

魏
書

武
帝
曹
操
伝
の

二
月
丁
卯

葬
高
陵

注
に

魏
書
曰

太
祖
自
統
御
海
內

芟
夷
羣
醜

其
行
軍
用
師

69と
あ
る
。

鉦
皷
所
臨

鉦
皷
は
ど
ら
と
つ
づ
み
。
兵
事
の
こ
と

『
詩
経
』
小
雅
、
采
芑
篇
「
鉦
人
伐
皷
」
の
毛
伝
に
「
鉦
以
静
之
、
皷
以
動
之

」
と
あ
り

『
漢
書
』
東
方
朔
伝
に
「
十
九

。

。

、

70

、

、

、

。
」

、

「

、

。
」

、『

』

「

、

学
孫
呉
兵
法

戦
陣
之
具

鉦
皷
之
教

亦
誦
二
十
二
万
言

と
あ
り

そ
の
注
に

師
古
曰

鉦
皷
所
以
為
進
退
衆
之
節
也

と
あ
り

後
漢
書

光
武
帝
紀
に

鉦
皷
之
声

聞
数
百
里
」
と
あ
り

『
晋
書
』
楽
下
篇
仲
秋
獮
田
に
「
雷
霆
震
威
曜
、
進
退
由
鉦
鼓

」
と
あ
る
。

、

。

六
軍
降
靡

靡
は
な
び
く
。
敵
の
六
軍
が
降
伏
し
な
び
い
た
と
い
う
こ
と
。
六
軍
は
元
隠
墓
誌
銘
に
「
制
勝
六
軍
」
と
あ
り
、
元
融
墓
誌
銘
に
「
親
御
六
軍
」
と
あ
る
。

71
雖
復
雲
長
之
於
白
馬

ま
た
長
い
雲
が
白
馬
に
あ
っ
て
も
と
い
う
こ
と
。

72
何
以
過
焉

な
ぜ
過
ぎ
る
の
か
と
い
う
意

『
晋
書
』
周
浚
伝
に
「
雖
嵇
紹
之
不
違
難
、
何
以
過
之
」
と
あ
り

『
宋
書
』
姜
維
伝
に
「
雖
古
名
將
、
何
以
過
此
」
と
あ
り

『
南
斉

。

、

、

73書
』
劉
繪
伝
に
「
乃
歎
曰
、
禰
衡
何
以
過
此

」
と
あ
る
。

。

方
当
帰
清
江
滸

川
の
畔
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
い
う
意
。
江
滸
は
川
の
畔

『
三
国
志
』
呉
志

孫
権
伝
注
に
「
劉
繇
決
力
江
滸
、
劉
備
争
盟
淮
陽

」
と
あ
る
。
帰
清
は
『
宋
書
』

。

。

74謝
靈
運
伝
に
「
啟
善
趣
於
南
倡
、
歸
清
暢
於
北
机

」
と
あ
る
。

。
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祈
望
衡
霍

海
や
山
の
神
に
祈
る
意
。
祈
望
は
海
の
官

『
左
伝
』
昭
公
二
十
年
に
「
海
之
塩
蜃
、
祈
望
守
之
」
の
箋
に
「
海
是
水
之
大
神
、
有
時
祈
望
祭
之
、
因
以
祈
望
為
主
海

。

75之
官
也

」
と
あ
り
、
衡
霍
は
衡
山
。
霍
山
は
衡
山
の
別
名
。
晋
の
袁
宏
『
三
国
名
臣
序
賛

』
に
「
志
掩

衡
霍
、
恃
戰
忘
敵

」
と
あ
る
。

。

。

上
天
非
吊
、
遘
疾
於
軍

軍
行
中
に
病
気
に
な
っ
た
意
。
上
天
は
『
詩
経
』
小
雅

信
南
山
に
「
上
天
同
雲
、
雨
雪
雰
雰
」
と
あ
る
。
吊
は
つ
る
す
。
遘
疾
は
生
病
の
こ
と
。

76
君
以
病
篤
求
還

君
子
様
は
病
気
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
都
に
帰
る
こ
と
を
求
め
た
。
病
篤
求
還
は
『
宋
書
』
傅
亮
伝
に
「
亮
辭
以
嫂
病
篤
、
求
暫
還
家

」
と
あ
る
。

。

77
有
詔
聴
許

詔
を
出
し
て
許
し
た
。
聴
許
は
聞
い
て
許
す
こ
と

『
漢
書
』
終
軍
伝
に
「
軍
遂
往
説
越
王
、
越
王
聽
許
、
請
舉
國
内
屬

」
と
あ
り

『
風
俗
通
』
十
反
に
「
未
見
聴

。

。

、

78許
」
と
あ
る
。
ま
た
、
獨
孤
忻
墓
誌
銘
に
「
詔
即
依
聴
許
」
と
あ
る
。

君
姿
容
麗
風

君
は
容
姿
が
優
れ
西
北
か
ら
吹
く
麗
風
の
よ
う
な
す
が
す
が
し
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
意
。
姿
容
は
外
貌
、
儀
容

『
三
国
志
』
呉
志
・
劉
繇
伝
に
「
姿
容
美
好
、
孫

。

79權
愛
敬
之

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
荀
悦
伝
に
「
性
沈
靜
、
美
姿
容
、
尤
好
著
述
」
と
あ
る
。
麗
風
は
西
北
か
ら
吹
く
風
。
八
風
の
一
つ

『
淮
南
子
』
墜
形
訓
に
「
何
謂
八
風
。
東

。

、

。

北
曰
炎
風
、
東
方
曰
條
風
、
東
南
曰
景
風
、
南
方
曰
巨
風
、
西
南
曰
涼
風
、
西
方
曰
飂
風
、
北
方
曰
寒
風
」
と
あ
る
。

風
韵
恢
雅

風
度
は
広
く
雅
び
で
あ
る
と
い
う
意
。
風
度
、
韻
致
。
風
韵
は
風
韻

『
晋
書
』
桓
石
秀
伝
に
「
石
秀
、
幼
有
令
名
、
風
韵
秀
徹
、
博
渉
群
書
、
尤
善
老
荘
、
常
独
処

。

80一
室

簡
於
応
接

時
人
方
之
庾
純

甚
為
簡
文
帝
所
重

と
あ
り

宋
書

張
敷
伝
に

敷
性
整
貴

風
韻
端
雅

好
玄
言

善
属
文

と
あ
り

南
斉
書

孔
稚
珪
伝
に

風

、

、

、

。
」

、『

』

「

、

、

、

。
」

、『

』

「

韻
清
疎
、
好
文
詠
、
飲
酒
七
八
斗

」
と
あ
り

『
南
斉
書
』
柳
世
隆
伝
に
「
垂
簾
鼓
琴
、
風
韻
清
遠

」
と
あ
る
。
恢
雅
は
『
魏
書
』
李
順
伝
に
「
憲
風
度
恢
雅
、
夙
重
朝
列

」
と
あ

。

、

。

。

り
、
同
李
孝
伯
伝
に
「
伯
體
度
恢
雅
、
明
達
政
事
、
朝
野
貴
賤
、
咸
推
重
之

」
と
あ
る
。

。

軽
財
重
義

つ
ま
ら
ぬ
宝
に
道
義
を
持
つ
こ
と
。
元
鑒
之
墓
誌
銘
に
「
重
義
軽
財
」
と
あ
り
、
張
徹
墓
誌
銘
に
「
君
軽
財
重
気
」
と
あ
り
、
裴
譚
墓
誌
銘
に
「
軽
財
重
義
」
と
あ

81り
、
于
神
恩
墓
誌
銘
に
「
軽
財
重
義
」
と
あ
り
、
元
湛
墓
誌
銘
に
「
重
軽
財
之
量
」
と
あ
り
、
馮
虬
墓
誌
銘
に
「
重
義
軽
財
」
と
あ
り
、
崔
博
墓
誌
銘
に
「
軽
財
重
義
」
と
あ
り
、
李

琮
墓
誌
銘
に
「
軽
財
重
義
」
と
あ
り
、
宇
文
廙
墓
誌
銘
に
「
輕
財
重
義
」
と
あ
る
。
軽
財
は
つ
ま
ら
ぬ
宝
物
、
宝
を
軽
ん
ず
る
こ
と

『
孔
子
家
語
』
弟
子
行
篇
に
「
軽
財
不
匱
」
と

。

あ
り

『
塩
鉄
論
』
に
「
古
者
貴
徳
而
賎
利
、
重
義
而
軽
財
」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
段
穎
伝
に
「
穎
少
便
習
弓
馬
、
尚
游
侠
、
軽
財
賄
、
長
乃
折
節
好
古
学
」
と
あ
る
。

、

、

信
友
愛
人

信
頼
を
守
る
友
で
あ
り
、
人
を
愛
す
る
人
で
あ
る
。
信
友
は
誠
実
で
信
頼
を
守
る
友
の
こ
と

『
孟
子
』
離
婁
章
句
上
篇
に
「
信
於
友
有
道
、
事
親
弗
悦
、
弗
信
於
友

。

82矣

」
と
あ
り

『
史
記
』
趙
世
家
「
趙
武
服
齊
衰
三
年
、
為
之
祭
邑
、
春
秋
祠
之
、
世
世
勿
絕

」
の
集
解
に
「
新
序
曰

「
程
嬰
、
公
孫
杵
臼
可
謂
信
友
厚
士
矣
。
嬰
之
自
殺
下
報
、

。

、

。

、

亦
過
矣

」
と
あ
る
。

。
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兼
少
善
声
歌

善
行
を
か
ね
歌
声
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
意
か
。
少
善
は
小
善
。
少
し
ば
か
り
の
善
、
小
さ
い
善
行

『
易
経
』
繫
辞
下
篇
に
「
小
人
以
小
善
爲
無
益
而
弗
爲
也

」

。

。

83と
あ
る
。

尤
長
絃
竹

絃
竹
は
弦
竹
。
弦
竹
は
楽
器
の
一
種
。
弦
竹
を
う
ま
く
使
い
こ
な
し
た
と
い
う
意
か
。

84
王
公
百
辟

王
侯
と
多
く
の
君
の
意
。
百
辟
は
多
く
の
君

『
書
経
』
洛
誥
篇
に
「
汝
其
敬
識
百
辟
享
、
享
多
儀
、
儀
不
及
物
、
惟
曰
不
享
、
惟
不
役
志
于
享

」
の
蔡
伝
に
「
百

。

。

85辟
、
諸
侯
也

」
王
と
王
の
一
族
と
諸
侯
の
意
。
穆
亮
墓
誌
銘
に
「
憲
章
百
辟
」
と
あ
り
、
元
悦
墓
誌
銘
に
「
功
冠
百
辟
」
と
あ
り
、
高
猛
墓
誌
銘
に
「
百
辟
嗟
痛
於
下
」
と
あ
り
、

。

「

」

、

「

」

、

「

」

、

「

」

、

元
寿
安
墓
誌
銘
に

百
辟
奔
走
於
下

と
あ
り

元
伏
生
妻
輿
龍
姫
銘
に

冠
冕
百
辟

と
あ
り

元
融
墓
誌
銘
に

百
辟
傷
哀

と
あ
り

元
淵
墓
誌
銘
に

百
辟
攸
仰

と
あ
り

元
誕
墓
誌
銘
に
「
実
百
辟
之
光
暉
」
と
あ
る
。

莫
不
交
焉

交
わ
ら
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
意
。

86

。『

』

「

、

。

」

。『

』

「

、

由
是
朝
英
継
軌

朝
英
は
朝
廷
の
英
才

隋
書

音
楽
志
下
篇
に

揖
讓
皆
時
傑

升
降
盡
朝
英

継
軌
は
前
人
の
道
を
受
け
継
ぐ
こ
と

晋
書

元
帝
紀
に

三
葉
重
光

87四
聖
継
軌
、
恵
沢
侔
於
有
虞
、
卜
世
過
于
周
氏

」
と
あ
る
。
元
颺
墓
誌
銘
に
「
朝
英
欠
範
」
と
あ
り
、
元
璨
墓
誌
銘
に
「
自
非
朝
英
宗
彦
」
と
あ
る
。

。

国
彦
雲
帰

国
彦
は
『
魏
書
』
高
閭
伝
に
「
国
彦
朝
賢
、
休
戚
所
共
、
宜
弁
斯
真
偽
、
以
釈
朕
懐

」
と
あ
る
。
長
孫
子
梵
墓
誌
に
「
望
窮
国
彦
」
と
あ
る
。
雲
帰
は
臨
洮
王
妃
楊

。

88氏
墓
誌
銘
に
「
百
両
雲
帰
」
と
あ
り
、
居
士
諱
道
明
墓
誌
銘
に
「
是
以
四
部
雲
帰
」
と
あ
る
。

譬
猶
江
漢
之
会
鱗
胄

譬
猶
は
譬
如

『
礼
記
』
仲
尼
燕
居
篇
に
「
治
國
而
無
禮
、
譬
猶
瞽
之
無
相
與
、
倀
倀
乎
、
其
何
」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
霍
谞
伝
に
「
譬
猶
療
飢
於
附
子
、

。

、

89止
渴
於
酖
毒
、
未
入
腸
胃
、
已
絶
咽
喉
、
豈
可
爲
哉

」
と
あ
る
。
江
漢
は
揚
子
江
と
漢
江
。
鱗
胄
は
不
明
。
鱗
は
う
ろ
こ
、
冑
は
か
ぶ
と
。

。

。

。『

』

「

（

）

」

、『

』

「

、

」

鄭
林
之
廼
羽
族

鄭
林
は
不
明

羽
族
は
鳥
類
を
い
う

後
漢
書

班
古
下
伝
に

以

鳳
皇

來
儀
集
羽
族
於
觀
魏

と
あ
り

晋
書

束
皙
伝
に

望
舒
晝
戢

羽
族
翔
林

90と
あ
る
。
曹
植
の
「
蝙
蝠
賦
」
に
「
不
容
毛
群
、
斥
遂
羽
族
」
と
あ
り
、
左
思
「
呉
都
賦
」
に
「
羽
族
以
觜
距
以
刀
鈹
、
毛
群
以
歯
角
、
為
矛
鋏

」
と
あ
る
。
廼
は
い
た
る
。

。

。

。『

』

「

、

、

、

。
」

英
飆
懋
実

優
れ
た
風
貌
は
世
間
に
知
れ
渡
っ
て
い
た
意
か

英
飆
は
英
姿
風
発
の
こ
と

陳
書

孔
奂
伝
賛
に

奂

謇
諤
在
公

英
飆
振
俗

詳
其
行
事

抑
古
之
遺
愛
矣

91と
あ
る
。
懋
実
は
不
明
。
游
松
墓
誌
銘
に
「
英
声
懋
実
」
と
あ
り
、
□
季
和
墓
誌
銘
に
「
揚
聲
懋
實
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
名
声
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
意
か
。

。

「

」

。

。

。『

』

「

、

。
」

欝
爾
孤
飛

欝
爾
は
不
明

張
起
墓
誌
銘
に

曽
口
鬱
爾

と
あ
る

憂
え
る
様
子
か

孤
飛
は
群
れ
を
離
れ
て
一
人
飛
ぶ

魏
書

李
順
伝
に

侶
浴
浮
還
沒

孤
飛
息
且
驚

92と
あ
り

『
南
史
』
孝
義
下
伝

張
景
仁
伝
に
「
常
雙
飛
來
去
、
後
忽
孤
飛

」
と
あ
る
。
憂
え
な
が
ら
一
人
飛
ぶ
意
。

、

。



- 17 -

玉
振
金
声

玉
振
金
声
は
文
章
や
道
徳
が
盛
ん
な
こ
と
。
玉
振
は
物
事
を
集
大
成
す
る
例
え

『
孟
子
』
万
章
下
篇
に
「
金
声
而
玉
振
之
也
」
と
あ
る
。

。

93
俄
然
自
遠

急
に
遠
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
。
俄
然
は
急
に
、
に
わ
か
に

『
荘
子
』
斉
物
論
に
「
俄
然
覚
、
則
蘧
蘧
然
周
也

」
と
あ
り

『
三
国
志
』
魏
志
、
田
疇
篇

。

。

、

94に
「
四
海
俄
然
、
莫
有
固
志
」
と
あ
り

『
晋
書
』
八
王
伝
に
「
俄
然
楚
兵
登
牆
而
歎
」
と
あ
る
。

、

君
雖
身
羈
朝
黻

一
人
朝
廷
の
任
に
付
く
意
か
。
身
羈
は
『
史
記
』
楚
世
家
に
「
為
羈
終
世
、
可
謂
無
民
矣
」
の
杜
預
注
に
「
終
身
羈
客
在
於
晉
、
是
無
民

」
と
あ
る
。
朝
黻
は

。

95朝
廷
の
官
位
。
顔
延
之
「
応
詔
讌
曲
水
作
詩
」
に
「
三
妨
儲
隷
、
五
塵
朝
黻

」
の
注
に
「
翰
曰
、
五
塵
朝
黻
、
謂
五
任
朝
官
也

」
と
あ
る
。

。

。

而
志
託
陵
雲

志
が
強
く
勇
気
が
盛
ん
な
こ
と

志
託
は
志
し
て
い
る
と
こ
ろ

宋
書

戴
顒
伝
に

並
志
託
丘
園

自
求
衡
蓽

恬
靜
之
操

久
而
不
渝

と
あ
り

沈
約

与

。

。『

』

「

、

、

、

。
」

、

「

96約
法
師
書
」
に
「
周
中
書
、
風
趣
高
奇
、
志
託
夷
遠
、
真
情
素
韻

」
と
あ
り
。
陵
雲
は
勇
気
が
盛
ん
な
こ
と

『
漢
書
』
揚
雄
伝
に
「
帝
反
縹
縹
有
陵
雲
之
志

」
と
あ
る
。
世
外
に

。

。

。

超
然
た
る
志
の
意
。

於
是
山
賓
慕
響

こ
こ
で
山
中
か
ら
の
偉
人
も
慕
い
寄
っ
て
き
た
と
い
う
意

山
賓
は
山
中
か
ら
出
て
き
た
賓
客

儲
宮
歌

に

山
賓
皓
皓

國
胄
青
青

黄
裳
元
吉

。

。

「

」

「

、

、

於
是
山
賓
慕
響

こ
こ
で
山
中
か
ら
の
偉
人
も
慕
い
寄
っ
て
き
た
と
い
う
意

山
賓
は
山
中
か
ら
出
て
き
た
賓
客

盧
照
𥻘

。

。

「

」

「

、

、

、

97邦
家
以
寧

」
と
あ
り
、
元
乂
墓
誌
銘
に
「
山
賓
同
時
遇
害
」
と
あ
る
。
慕
響
は
慕
い
寄
る
こ
と
。
班
固
「
公
孫
弘
伝
賛
」
に
「
群
士
慕
響
、
異
人
並
出

」
と
あ
り
、
劉
纂
墓
誌
銘
に

。

。

「
澢
湊
賓
僚
慕
響
于
時
」
と
あ
り
、
封
延
之
墓
誌
銘
に
「
朋
徒
慕
響
者
矣
」
と
あ
る
。

門
庭
相
継

門
前
の
土
地
を
継
い
で
い
る
。
門
庭
は
家
の
前
の
地

『
易
経
』
節
篇
に
「
不
出
門
庭
凶
」
と
あ
り

『
周
礼
』
天
管
・
閽
人
篇
「
掌
埽
門
庭
」
の
鄭
玄
注
に
「
門
庭
、

。

、

98門
相
当
之
地

」
と
あ
り

『
荘
子
』
達
生
篇
に
「
開
之
操
抜
篲
以
待
門
庭

」
と
あ
り

『
北
斉
書
』
柳
元
伯
伝
に
「
柳
氏
門
庭
、
五
馬
委
蛇

」
と
あ
る

、
相
継
は
相
続
す
る

『
左

。

、

。

、

。

。

。

伝
』
襄
公
二
十
九
年
に
「
魯
之
于
晉
也
、
職
貢
不
乏
、
玩
好
時
至
、
公
卿
大
夫
相
繼
于
朝
、
史
不
絶
書
、
府
無
虚
月

」
と
あ
る
。

。

君
皆
給
之
衣
粮
。
君
は
皆
に
衣
類
と
食
料
を
分
け
与
え
た
と
い
う
意
。
衣
粮
は
衣
糧
。
衣
と
食
料

『
漢
書
』
鼂
錯
伝
に
「
所
徙
之
民
非
壯
有
材
力
、
但
費
衣
糧
、
不
可
用
也

」
と

。

。

99あ
り

『
後
漢
書
』
顕
宗
孝
明
帝
伝
に
に
「
凡
徙
者
、
賜
弓
弩
衣
粮

」
と
あ
る
。

、

。

贍
以
資
餌

動
物
を
助
け
る
に
餌
を
使
っ
た
意
。
贍
は
救
う
、
足
り
る
。
資
餌
は
助
け
る
た
め
の
餌
の
こ
と
。

100
所
蒙
振
救
者

覆
っ
て
賑
わ
し
救
う
意
。
所
蒙
は
覆
い
尽
く
す
こ
と

『
漢
書
』
元
后
伝
に
「
兄
弟
宗
族
所
蒙
不
測
」
と
あ
り
、
同
桓
榮
伝
に
「
今
日
所
蒙
、
稽
古
之
力
也
」
と
あ

。

101り

『
梁
書
』
劉
孝
綽
伝
に
「
所
蒙
已
厚
」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
溤
異
伝
に
「
而
臣
爵
位
所
蒙
、
巍
巍
不
測
乎
」
と
あ
り
、
ま
た
、
封
魔
奴
墓
誌
銘
に
「
所
蒙
剋
済
」
と
あ
る
。
振
救

、

、

は
に
ぎ
わ
し
救
う
。
施
し
恵
む

『
左
伝
』
昭
公
廿
六
年
に
「
溺
入
于
難
、
則
振
救
之
」
の
会
箋
に
「
振
、
亦
救
也

」
と
あ
り

『
国
語
』
周
語
下
篇
に
「
量
資
弊
、
権
軽
重
、
以
振

。

。

、
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救
民

」
の
注
に
「
振
、
拯
也
」
と
あ
り

『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
「
振
救
今
黔
首

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
百
官
志
に
「
振
救
乏
絶

」
と
あ
る
。

。

、

。

、

。

。

。『

』

「

、

。
」

、『

』

「

、

固
難
得
而
言
矣

得
が
た
い
こ
と
を
言
う
意

難
得
は
入
手
が
難
し
い

礼
記

儒
行
篇
に

非
時
不
見

不
亦
難
得
乎

と
あ
り

史
記

亀
策
列
伝
に

取
八
十
莖
已
上

102蓍
長
八
尺
、
即
難
得
也

」
と
あ
る
。
も
と
よ
り
得
が
た
い
。
李
雲
墓
誌
銘
に
「
難
得
而
具
言
矣
」
と
あ
り
、
賀
屯
墓
誌
銘
に
「
難
得
詳
言
」
と
あ
る
な
ど
の
共
通
例
が
見
ら
れ
る
。

。

方
将
控
白
鸞
而
上
征

ま
さ
に
神
鳥
に
引
か
れ
て
上
昇
し
よ
う
と
し
て
い
る
意
。
方
将
は
ま
さ
に

『
荘
子
』
田
子
方
篇
に
「
方
将
躊
躇
、
方
将
四
顧

」
と
あ
る
。
控
は
引
く
。
白

。

。

103鸞
は
古
代
の
神
鳥
。
上
征
は
上
昇

『
楚
辞
』
離
騒
篇
に
「
駟
玉
虬
以
乘
鷖
兮
、
溘
埃
風
余
上
征

」
と
あ
る
。

。

。

乘
玄
虬
于
雲
路

黒
龍
に
乗
っ
て
雲
の
道
を
進
む
意
。
玄
虬
は
玄
虯
。
黒
い
龍
。
張
衡
「
東
京
賦
」
に
「
六
玄
虯
之
奕
奕
、
斉
騰
驤
而
沛
艾

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
輿
服
上
篇
の

。

、

104「
駕
六
馬
」
の
注
に
「
東
京
賦
曰
、
六
玄
虯
之
奕
奕

」
と
あ
り

『
魏
書
』
陽
尼
伝
に
「
乘
玄
虬
之
弈
弈
兮
、
鳴
玉
鑾
之
瑲
瑲

」
と
あ
る
。
雲
路
は
雲
の
た
な
び
い
て
い
る
道

『
魏

。

、

。

。

書
』
高
崇
伝
に
「
望
雲
路
而
低
佪
者
、
天
下
皆
是
也

」
と
あ
る
。
楽
陵
王
妃
斛
律
氏
墓
誌
銘
に
「
騰
暉
雲
路
」
と
あ
る
。

。

望
層
城
之
九
重

崑
崙
山
の
最
も
高
い
九
重
か
ら
望
む
意
。
層
城
は
崑
崙
山
の
最
も
高
い
場
所

『
水
経
』
河
水
注
に
「
崑
崙
之
三
級
、
下
曰
樊
桐
、
一
名
板
松
、
二
曰
玄
圃
、
一

。

105

、

、

、

。
」

、『

』

「

、

」

「

、

、

名
閬
風

上
曰
層
城

一
名
天
庭

是
謂
太
帝
之
居

と
あ
り

文
選

張
衡

思
玄
賦

登
閬
風
之
層
城
兮

搆
不
死
而
爲
牀

の
李
善
注
に

淮
南
子
曰

崑
崙
虚
有
三
山

、

、

、

」

、『

』

「

、

。

、

。
」

。

、

「

」

閬
風

桐
版

玄
圃

層
城
九
重

と
あ
り

晋
書

楽
志
上

正
旦
大
會
行
禮
歌
に

登
崑
崙

上
層
城

乘
飛
龍

升
泰
清

と
あ
る

ま
た

元
楨
墓
誌
銘
に

系
玉
層
城

と
あ
り
、
楊
鈞
墓
誌
銘
に
「
層
城
百
雉
」
と
あ
り
、
元
液
墓
誌
銘
に
「
禀
映
層
城
」
と
あ
り
、
張
氏
妻
赫
連
阿
妃
墓
誌
銘
に
「
斉
峻
崿
於
層
城
」
と
あ
り
、
妃
諱
敬
墓
誌
銘
に
「
雖
復

層
城
九
重
」
と
あ
り
、
高
充
墓
誌
銘
に
「
層
城
峻
構
」
と
あ
る
。
九
重
は
元
楨
墓
誌
銘
に
「
翻
飛
九
重
」
と
あ
り
、
爾
朱
紹
墓
誌
銘
に
「
長
瀾
九
重
」
と
あ
り
、
長
孫
子
梵
墓
誌
銘

に
「
執
戟
九
重
之
中
」
と
あ
る
。

窺
三
巣
於
玄
圃

玄
圃
は
崑
崙
山
上
に
あ
る
と
い
う
仙
人
の
居
処
。
県
圃

『
淮
南
子
』
覧
冥
訓
に
「
崑
侖
去
地
一
万
一
千
里
、
上
有
曽
城
九
重
、
或
上
倍
之
、
是
謂
閬
風
、
或
上
倍

。

106之
、
是
謂
玄
圃

」
と
あ
り

『
水
経
』
河
水
注
に
「
崑
崙
之
山
三
級
、
下
曰
樊
洞
、
一
名
板
桐
、
二
曰
玄
圃
、
一
名
閬
風

」
と
あ
る
。
元
侔
墓
誌
銘
に
「
芳
茂
玄
圃
」
と
あ
り
、
元

。

、

。

瞻
墓
誌
銘
に
「
蒂
玄
圃
之
蓊
蔚
」
と
あ
り
、
元
［
公
＋
囗
］
墓
誌
銘
に
「
踈
峰
与
玄
圃
齊
高
」
と
あ
り
、
元
賢
真
墓
誌
銘
に
「
開
花
玄
圃
」
と
あ
あ
る
。

報
年
不
永

報
年
は
人
の
年
齢
。
同
類
の
表
現
と
し
て
、
陶
潜
墓
誌
銘
に
「
春
秋
不
永
」
と
あ
り
、
劉
氏
墓
誌
銘
に
「
享
年
不
永
」
と
あ
り
、
司
馬
景
和
妻
孟
敬
訓
墓
誌
銘
に
「
享

107年
不
永
」
と
あ
り
、
元
瓉
墓
誌
銘
に
「
降
年
不
永
」
と
あ
り
、
元
懐
墓
誌
銘
に
「
享
年
不
永
」
と
あ
り
、
元
遙
墓
誌
銘
に
「
享
年
不
永
」
等
、
用
例
が
多
い
。

鳴
呼
悲
哉

皇
内
司
諱
光
墓
誌
銘
に
「
鳴
呼
悲
傷
」
と
あ
り
、
元
玕
墓
誌
銘
に
「
鳴
呼
悲
矣
」
と
あ
り
、
辛
萇
墓
誌
銘
に
「
鳴
呼
悲
夫
」
と
あ
る
。

108
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賜
以
牢
饌

酒
食
を
賜
っ
た
と
い
う
意
。
牢
饌
は
酒
食
。
ご
ち
そ
う

『
北
斉
書
』
帝
紀

幼
主
高
恒
に
「
具
牢
饌
而
親
觀
之

」
と
あ
り
、
同
魏
收
伝
に
「
有
司
備
設
牢
饌
」
と
あ

。

。

109り

『
梁
書
』
良
吏
伝
に
「
太
官
撤
牢
饌
、
每
日
膳
菜
蔬
」
と
あ
り

『
才
鬼
記
』
に
「
今
夕
甚
佳
、
亦
有
牢
饌

」
と
あ
る
。

、

、

。

「

」

、

「

」

。

。

「

」

庶
芳
迹
可
尋

庶
芳
は
元
彝
墓
誌
銘
に

庶
芳
徽
与
日
月
共
遠

と
あ
り

元
純
陀
墓
誌
銘
に

庶
芳
菲
之
相
襲

と
あ
る

芳
迹
は
前
賢
の
行
迹

侯
掌
墓
誌
銘
に

以
播
芳
迹

110と
あ
り
、
将
伏
君
妻
咎
双
仁
墓
誌
銘
に
「
芳
跡
宜
鐫
」
と
あ
り
、
于
纂
墓
誌
銘
に
「
芳
迹
永
宣
」
と
あ
る
。

。

「

」

。

「

」

、

幽
棺
匪
固

棺
に
治
め
る
の
は
永
久
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
い
う
意
か

幽
棺
は
田
静
墓
誌
銘
に

即
彼
幽
棺
轜
綍

と
あ
る

匪
固
は
崔
景
播
墓
誌
銘
に

蔵
舟
匪
固

と
あ
り

111李
季
嬪
墓
誌
銘
に
「
天
地
匪
固
」
と
あ
り
、
宇
文
長
墓
誌
銘
に
「
将
恐
南
山
匪
固
」
と
あ
る
。

豈
不
素
旗
肇
建

ど
う
し
て
創
建
の
白
絹
を
立
て
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
意
。
素
旗
は
白
ぎ
ぬ
の
旗
。
白
旗

『
文
選
』
曹
植
「
王
仲
宣
誄
」
に
「
何
用
誄
德
、
表
之
素

。

112旗

」
の
呂
延
斉
注
に
「
素
旗
、
雜
帛
爲
之
、
即
今
之
銘
旌
幡
也
」
と
あ
り
、
羅
宗
妻
陸
氏
墓
誌
銘
に
「
庭
列
素
旗
」
と
あ
り
、
安
豊
主
妃
馮
氏
墓
誌
銘
に
「
素
旗
有
託
」
と
あ
り
、

。

「

」

。

、

。

「

」

「

、

、

、

、

、

」

范
粋
墓
誌
銘
に

風
拂
素
旗

と
あ
る

ま
た

肇
建
は
創
建

晋
応
貞

晋
武
帝
華
林
園
集
詩

に

悠
悠
太
上

民
之
厥
初

皇
極
肇
建

彝
倫
攸
敷

五
德
更
運

膺
籙
受
符

と
あ
り

『
資
治
通
鑑
』
晋
元
帝
建
武
元
年
に
「
今
王
業
肇
建
、
萬
物
權
輿

」
と
あ
る
。
元
誘
命
婦
馮
氏
墓
誌
銘
に
「
肇
建
公
畢
」
と
あ
り
、
司
馬
悦
墓
誌
銘
に
「
肇
建
畿
域
」
と
あ

、

。

り
、
王
忻
墓
誌
銘
に
「
崇
訓
肇
建
」
と
あ
り
、
竇
泰
墓
誌
銘
に
「
新
邦
肇
建
」
と
あ
り
、
李
寧
墓
誌
銘
に
「
建
新
宮
」
と
あ
り
、
李
倩
之
墓
誌
銘
に
「
承
華
肇
建
」
と
あ
り
、
宇
文
端

墓
誌
銘
に
「
六
府
肇
建
」
と
あ
る
。

泪
慟
行
眸

泪
慟
は
、
泪
は
涙
。
慟
は
嘆
く
。
行
眸
は
眸
は
ひ
と
み
。
元
邵
墓
誌
銘
に
「
路
泫
行
眸
」
と
あ
る
。

113
敬
勒
淵
猷

謹
ん
で
功
績
を
刻
む
こ
と
。
淵
猷
は
『
魏
書
』
李
平
伝
に
「
奉
哲
后
之
淵
猷
、
讚
崇
麾
於
華
奧

」
と
あ
る
。
ま
た
同
類
の
記
載
に
元
通
墓
誌
銘
に
「
敬
勒
徽
猷
」
と

。

114あ
り
、
元
延
明
墓
誌
銘
に
「
敬
勒
徽
猷
」
と
あ
り
、
乞
伏
保
達
墓
誌
銘
に
「
敬
勒
芳
猷
」
と
あ
り
、
徐
穎
墓
誌
銘
に
「
敬
勒
徽
猷
」
と
あ
る
な
ど
例
は
多
い
。

式
昭
泉
路

冥
土
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
意
。
式
昭
は
用
い
方
が
光
大
な
様
子

『
左
伝
』
昭
公
十
二
年
に
「
其
詩
曰
。
祈
招
之
愔
愔
。
式
昭
德
音

」
と
あ
り

『
後
漢

。

。

、

115書

「
朝
有
所
聞
、
則
夕
行
之
。
立
功
立
事
、
式
昭
德
音

」
の
李
賢
注
に
「
祈
招
之
愔
愔
、
式
昭
德
音
。
式
、
用
也
。
昭
、
明
也

」
と
あ
る
。
ま
た
、
拓
抜
忠
墓
誌
銘
に
「
式
昭
庭

』

。

。

訓
」
と
あ
り
、
江
文
遥
母
吴
夫
人
墓
誌
銘
に
「
式
昭
亀
緒
」
と
あ
り
、
鄯
乾
墓
誌
銘
に
「
式
昭
魏
録
」
と
あ
り
、
崔
賓
媛
墓
誌
銘
に
「
式
昭
余
列
」
と
あ
る
。
ま
た
、
泉
路
は
黄
泉
。

。

。

「

」

、

「

」

、

「

」

、

「

」

冥
土

地
下

拓
抜
忠
墓
誌
銘
に

沈
暉
泉
路

と
あ
り

皇
内
司
諱
光
墓
誌
銘
に

奄
登
泉
路

と
あ
り

辛
祥
墓
誌
銘
に

沈
芳
泉
路

と
あ
り

甄
凱
墓
誌
銘
に

以
照
泉
路

と
あ
る
。
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洪
源
海
浜

大
本
の
海
浜
。
洪
源
は
大
き
な
源
、
大
本
。
蔡
邕
『
釈
海
』
に
「
曩
者
、
洪
源
辟
而
四
隩
集
、
武
功
定
而
干
戈
戢

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
に
「
洪
源
辟
而
四

。

、

116隩
集

」
と
あ
り

『
隋
書
』
音
楽
志
に
「
昭
哉
上
德
、
浚
彼
洪
源

」
と
あ
る
。
徐
起
墓
誌
銘
に
「
洪
源
綿
邈
」
と
あ
り
、
源
模
墓
誌
銘
に
「
洪
源
峰
邁
」
と
あ
り
、
石
育
妻
戴
夫

。

、

。

人
墓
誌
銘
に
「
鬱
矣
洪
源
」
と
あ
り
、
王
僧
墓
誌
銘
に
「
洪
源
淵
邈
」
と
あ
る
。
海
浚
は
奚
牧
墓
誌
銘
に
「
海
浚
含
珍
」
と
あ
る
。

崇
基
岳
峙

高
台
が
そ
ば
だ
つ
意
。
常
敬
蘭
墓
誌
銘
に
「
崇
基
岳
峙
」
と
あ
る
。
崇
基
は
高
い
台
、
壇
を
言
う

『
文
選
』
潘
岳
「
藉
田
賦

「
結
崇
基
之
靈
趾
兮
、
啓
四
塗
之
廣

。

」

117阼

」
の
李
善
注
に
「
崇
基
、
謂
壇
也
」
と
あ
る
。
馮
聿
墓
誌
銘
に
「
崇
基
洪
構
」
と
あ
り
、
司
馬
紹
墓
誌
に
「
崇
基
方
構
」
と
あ
り
、
源
叡
墓
誌
に
「
崇
基
亦
固
」
と
あ
り
、
元
睿

。
墓
誌
銘
や
封
柔
墓
誌
銘
に
「
崇
基
岳
峻
」
と
あ
る
。
岳
峙
は
岳
跱
、
嶽
峙
。
山
の
よ
う
に
そ
ば
だ
つ

『
抱
朴
子
』
交
際
篇
に
「
以
嶽
峙
獨
立
者
、
爲
澀
吝
疏
拙
、
以
奴
顔
婢
睞
者
、

。

。
」

、『

』

「

」

、『

』

「

、

」

、

「

、

爲
曉
解
當
世

と
あ
り

晋
書

載
記
・
赫
連
勃
勃
伝
に

羣
雄
岳
峙

と
あ
り

魏
書

崔
浩
伝
に

今
天
下
未
一

四
方
岳
峙

と
あ
り

同
慕
容
白
曜
伝
に

三
方
阻
兵

連
城
岳
峙
」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
英
墓
誌
銘
に
「
仁
並
嶽
峙
」
と
あ
り
、
叔
孫
協
墓
誌
銘
に
「
岳
峙
清
淵
」
と
あ
り
、
元
纂
墓
誌
銘
に
「
淵
清
岳
峙
」
と
あ
る
。

嗣
美
連
華

美
を
レ
ン
ゲ
に
繋
ぐ
意
。
嗣
美
は
『
晋
書
』
良
吏
伝
呉
隠
之
伝
に
「
贊
曰
、
猗
歟
良
宰
、
嗣
美
前
賢

」
と
あ
る

『
宋
書
』
王
徽
伝
に
「
方
隆
夙
志
、
嗣
美
前
賢
」
と

。

。

118あ
る

『
南
斉
書
』
高
帝
下
に
「
疇
庸
嗣
美
、
前
載
令
圖

」
と
あ
る
。
元
朗
墓
誌
銘
に
「
伊
君
嗣
美
」
と
あ
り
、
閭
伯
昇
墓
誌
銘
に
「
儀
同
嗣
美
」
と
あ
り
、
宇
文
紹
義
墓
誌
銘
に

。

。

「
嗣
美
端
木

」
と
あ
る
。
連
華
は
『
晋
書
』
陸
雲
伝
に
「
文
武
奕
葉
、
將
相
連
華

」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
瓉
墓
誌
銘
に
「
連
華
后
族
」
と
あ
り
、
元
秀
墓
誌
銘
に
「
連
華
崑
岫
」
と

。

。

あ
り
、
元
平
墓
誌
銘
に
「
連
華
畳
耀
」
と
あ
り
、
元
洛
神
墓
誌
銘
に
「
畳
祉
連
華
」
と
あ
り
、
司
馬
李
冲
妻
元
客
女
墓
誌
銘
に
「
連
華
雲
月
」
と
あ
り
、
達
府
忠
墓
誌
銘
に
「
寽
葉
連

華
」
と
あ
る
。

篤
生
夫
子

天
か
ら
の
資
質
を
受
け
た
男
子
よ
、
と
い
う
意
。
篤
生
は
天
か
ら
敦
厚
な
性
質
を
受
け
て
生
ま
れ
る

『
詩
経
』
大
雅
・
大
明
篇
に
「
篤
生
武
王
」
の
伝
に
「
篤
、
厚

。

119也

、
鄭
箋
に
「
厚
生
聖
子
武
王

」
と
あ
り

『
三
国
志
』
魏
志

陳
思
王
植
伝
に
「
篤
生
我
皇
、
奕
世
載
聰
」
と
あ
り

『
宋
書
』
晉
宗
廟
歌
十
一
篇
傅
玄
・
祠
京
兆
府
君
登
歌
伝

。
」

。

、

、

に
「
篤
生
聖
祖
、
光
濟
四
國

」
と
あ
る
。
夫
子
は
古
代
の
男
子
の
総
称

『
書
経
』
牧
誓
「
夫
子
勗
哉
。
不
愆
於
四
伐
、
五
伐
、
六
伐
、
七
伐
、
乃
止
、
齊
焉
」
の
孔
伝
に
「
子
謂
將

。

。

士

」
と
あ
る
。
類
似
の
表
現
と
し
て
、
元
睿
墓
誌
墓
誌
銘
に
「
篤
生
夫
子
」
と
あ
り
、
李
璧
墓
誌
銘
に
「
篤
生
夫
子
」
と
あ
り
、
王
虬
墓
誌
銘
に
「
篤
生
夫
子
」
と
あ
り
、
王
誦
墓

。
誌
銘
に
「
篤
生
夫
子
」
と
あ
り
、
長
孫
盛
墓
誌
銘
に
「
篤
生
夫
子
」
と
あ
る
。

灼
灼
名
駒

才
能
の
あ
る
人
物
よ
と
い
う
意
。
灼
灼
は
才
能
の
優
れ
た
様

『
毛
詩
』
国
風

周
南

桃
夭
に
「
桃
之
夭
夭
。
灼
灼
其
華

」
と
あ
り

『
魏
書
』
皇
后
列
伝

孝
文

。

。

、

120昭
皇
后
高
氏
伝
に
「
而
日
光
自
窗
中
照
之
、
灼
灼
而
熱
」
と
あ
り

『
北
史
』
崔
儦
伝
に
「
儦
使
陳
還
、
待
詔
文
林
館
、
歴
尚
書
郎
、
与
頭
丘
李
若
、
倶
見
称
重
、
時
人
語
曰
、
京
師

、
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灼
灼
、
崔
儦
李
若

」
と
あ
る
。
名
駒
は
才
能
の
あ
る
人
物
。
宋
陳
師
道
「
贈
魏
衍
」
詩
之
三
に
「
名
駒
已
自
思
千
里
、
老
子
終
當
讓
一
頭

」
と
あ
り

『
梁
書
』
文
学
下

伏
挺
伝

。

。

、

に
「
若
魯
國
之
名
駒
、
邁
雲
中
之
白
鶴
」
と
あ
り

『
北
史
』
西
域
伝

吐
火
羅
伝
に
「
其
山
穴
中
有
神
馬
、
每
歲
牧
馬
於
穴
所
、
必
產
名
駒

」
と
あ
る
。
名
駒
は
封
和
突
墓
誌
銘
に

、

。

「
有
念
名
駒
」
と
あ
り
、
宇
文
永
墓
誌
銘
に
「
生
此
名
駒
」
と
あ
り
、
元
則
墓
誌
銘
に
「
結
軑
名
駒
」
と
あ
り
、
元
挙
墓
誌
銘
に
「
雖
名
駒
自
我
」
と
あ
り
、
独
孤
賓
墓
誌
銘
に
「
名

駒
千
里
」
と
あ
る
。

昂
昂
千
里

馬
が
千
里
を
行
く
こ
と
。
昂
昂
は
馬
の
行
く
様

『
楚
辞
』
卜
居
篇
「
寧
昂
昂
若
千
里
之
駒
乎
。
將
氾
氾
若
水
中
之
鳧
乎

」
の
王
逸
注
に
「
昂
昂
、
馬
行
貌

」
と
あ

。

。

。

121る

『
南
史
』
袁
湛
伝
に
「
齊
永
明
中
、
武
帝
謂
曰
、
昂
昂
千
里
之
駒
、
在
卿
有
之

」
と
あ
る
。
同
じ
表
現
は
、
鄭
道
忠
墓
誌
銘
に
「
昂
昂
千
里
」
と
あ
り
、
裴
譚
墓
誌
銘
に
「
昂
昂

。

。

千
里
」
と
あ
り
、
韋
彪
墓
誌
銘
に
「
昂
昂
千
里
」
と
あ
る
。

比
霧
虬
申

他
に
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。
比
は
な
ら
ぶ
、
虬
は
み
ず
ち
、
申
は
伸
か
。
霧
に
な
ら
び
み
ず
ち
が
伸
び
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
意
。

122
陵
風
鳳
起

陵
風
鳳
起
は
風
に
乗
り
徳
が
起
こ
る
意
。
陵
風
は
昇
る
風
。
唐
周
繇
「
白
石
潭
秋
霁
作
詩
」
に
「
陵
風
舴
艋
謳
啞
去
、
山
水
鸕
鷀
薄
泊
飛

」
と
あ
る
。
ま
た
、
諱
子

。

123輝
字
景
安
墓
誌
銘
に

陵
風
拊
翼

と
あ
り

朱
岱
林
墓
誌
銘
に

長
戟
陵
風

と
あ
る

鳳
起
は
鳳
凰
の
よ
う
に
飛
び
立
つ

賢
人
の
徳
が
起
こ
る
こ
と
を
意
味
す
る

晋
趙
華

簫

「

」

、

「

」

。

。

。

「

史
曲
」
詩
に
「
龍
飛
逸
天
路
、
鳳
起
出
秦
關

」
と
あ
り
、
南
朝
梁
の
沈
約
「
鼓
吹
曲
辞

期
運
集
」
に
「
龍
躍
清
漢
渚
、
鳳
起
方
城
隅
」
と
あ
る
。
ま
た
、
慕
容
纂
墓
誌
銘
に
「
鳳

。

起
山
東
」
と
あ
り
、
慕
容
纂
墓
誌
銘
に
「
鳳
起
山
東
」
と
あ
り
、
劉
悦
墓
誌
銘
に
「
世
遭
鳳
起
」
と
あ
る
。

猗
我
公

あ
あ
我
が
君

魏
書

胡
國
珍
伝
に

我
公
之
遠
慕
二
親

亦
吾
之
思
父
母
也

と
あ
る

猗
は
感
嘆
の
こ
と
ば

あ
あ

類
似
の
表
現
と
し
て

寇
治
墓
誌
銘
に

猗

。『

』

「

、

。
」

。

、

。

、

「

124歟
我
公
」
と
あ
り
、
楊
倹
墓
誌
銘
に
「
猗
［
左
犭
＋
右
與
］
我
公
」
と
あ
り
、

幼
擅
雕
龍

幼
擅
は
不
明
。
雕
龍
は
龍
の
文
様
を
刻
む
よ
う
に
文
書
を
巧
み
に
飾
る
こ
と

『
史
記
』
苟
卿
伝
に
「
斉
人
頌
曰
、
談
天
衍
、
雕
龍
奭
」
の
注
に
「
徐
広
曰
、
騶
奭
修

。

125衍
之
文
、
飾
若
雕
鏤
龍
文
、
故
曰
雕
龍

」
と
あ
る
。
長
孫
季
墓
誌
銘
に
「
幼
擅
珪
璜
」
と
あ
り
、
崔
景
播
墓
誌
銘
に
「
幼
擅
郷
曲
之
談
」
と
あ
り
、
崔
宣
［
左
火
＋
右
黒
］
墓
誌
銘

。

に
「
幼
擅
摛
藻
」
と
あ
る
。
元
乂
墓
誌
銘
に
「
雕
龍
未
爽
」
と
あ
り
、
韋
彧
墓
誌
銘
に
「
雕
龍
金
馬
」
と
あ
り
、
元
淵
墓
誌
銘
に
「
雕
龍
之
翰
」
と
あ
り
、
張
彦
墓
誌
銘
に
「
紛
綸
雕

龍
」
と
あ
る
。

衿
華
月
凈

他
に
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。
美
し
く
汚
れ
が
な
い
月
と
結
ぶ
意
か
。
衿
は
結
ぶ
。
凈
は
清
い
、
け
が
れ
が
な
い
。

126
袖
美
行
風

行
風
は
教
育
感
化
さ
れ
る
こ
と

『
逸
周
書
』
大
脩
篇
に
「
先
誘
之
以
四
郊
、
王
親
在
之
、
賔
大
夫
免
列
以
選
、
赦
刑
以
寬
、
復
亡
解
辱
、
削
赦
輕
重
皆
有
數
、
此
謂

。

127
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行
風

」
の

孔
晁
注
に
「
行
風
化
也

」
と
あ
る
。

。

。

在
人
伊
宝

在
人
は
元
悦
墓
誌
銘
に
「
遺
愛
在
人
」
と
あ
り
、
李
豔
華
墓
誌
銘
に
「
文
武
在
人
」
と
あ
り
、
赫
連
遷
墓
誌
銘
に
「
用
捨
在
人
」
と
あ
り
、
元
子
邃
墓
誌
銘
に
「
在
人

128匪
異
」
と
あ
り
、
屈
護
墓
誌
銘
に
「
弘
之
在
人
」
と
あ
る
。

処
物
斯
鎔

処
物
は
事
物
を
調
べ
る

『
国
語
』
魯
語
上
篇
に
「
夫
仁
者
講
功
、
而
智
者
處
物

」
と
あ
る
。
張
遵
墓
誌
銘
に
「
坦
情
處
物
」
と
あ
り
、
独
孤
賓
墓
誌
銘
に
「
処
物
公

。

。

129平
」
と
あ
る
。

。

。『

』

「

」

「

、

。
」

、

「

、

。

脱
巾
素
里

官
を
退
い
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
か

脱
巾
は
帽
子
を
脱
ぐ

文
選

顔
延
之

秋
胡

の

脱
巾
千
里
外

結
綬
登
王
畿

と
あ
り

李
善
注
に

巾

處
士
所
服

130綬
、
仕
者
所
佩

」
と
あ
る
。
ま
た
、
邢
偉
墓
誌
銘
に
「
脱
巾
近
禁
」
と
あ
り
、
席
盛
墓
誌
銘
に
「
脱
巾
応
務
」
と
あ
り
、
楊
順
墓
誌
銘
に
「
脱
巾
青
瑣
」
と
あ
り
、
楊
機
墓
誌
銘
②

。

「
脱
巾
来
仕
」
と
あ
り
、
元
良
墓
誌
銘
に
「
脱
巾
来
仕
」
と
あ
る
。
素
里
は
ふ
る
さ
と
、
故
郷
。
謝
荘
「
宋
孝
武
宣
貴
妃
誄
」
に
「
巍
徳
素
里
、
棲
景
宸
軒
」
の
注
に
「
銑
曰
、
素
、

旧
也

」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
彬
墓
誌
銘
に
「
消
遙
素
里
」
と
あ
り
、
高
祖
九
嬪
趙
充
華
墓
誌
銘
に
「
承
訓
素
里
」
と
あ
り
、
比
丘
尼
僧
芝
墓
誌
銘
に
「
洗
耶
素
里
」
と
あ
り
、
李
暉

。

儀
墓
誌
銘
に
「
儀
形
素
里
」
と
あ
る
。
元
阿
耶
墓
誌
銘
に
「
来
嬪
素
里
」
と
あ
り
、
李
豔
華
墓
誌
銘
に
「
来
自
素
里
」
と
あ
る
。

冠
彼
鴛
鴻

冠
を
付
け
た
賢
人
の
意
か
。
冠
は
冠
。
冠
彼
は
『
隋
書
』
史
祥
伝
に
「
魏
尚
愧
能
、
冠
彼
二
賢
、
獨
在
吾
子

」
と
あ
る
。
鴛
鴻
は
鵷
鶵
と
鳳
。
賢
人
の
例
え
。
鴛
鷺

。

131と
同
じ

『
莊
子

「
鵷
鶵
發
於
南
海
、
飛
於
北
海

」
と
あ
る
。

。

』

。

。

。

『

』

「

、

、

、

。
」

、『

』

履
仁
成
徳

仁
を
身
に
つ
け
徳
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

履
仁
は
躬
行
仁
道

焦
赣

易
林

大
畜
之
需
は

躬
體
履
仁

尚
德
止
訟

宗
邑
以
安

三
百
無
患

と
あ
り

宋
書

132礼
三
に
「
太
祖
文
皇
帝
體
聖
履
仁
、
述
業
興
禮
」
と
あ
り

『
三
国
志
』
魏
書
に
「
履
仁
秉
義
、
雅
志
淳
固

」
と
あ
り

『
魏
書
』
儒
林
伝
に
「
服
義
履
仁
、
豈
邀
恩
於
沒
世

」
と
あ

、

。

、

。

り

『
北
斉
書
』
封
隆
之
伝
に
「
封
公
積
德
履
仁
、
體
通
性
達
」
と
あ
る
。
成
徳
は
徳
を
成
し
遂
げ
る
こ
と

『
易
経
』
乾
に
「
君
子
以
徳
為
行

『
書
経
』
伊
訓
篇
に
「
伊
尹
乃
明

、

。

。
」
、

言
、
烈
祖
之
成
徳

」
と
あ
り

『
書
経
』
説
命
中
篇
に
「
允
協
于
先
王
成
徳

」
と
あ
り

『
左
伝
』
成
公
十
三
年
「
不
穀
悪
其
無
成
徳

」
と
あ
る
。
類
似
の
表
現
は
元
悌
墓
誌
銘
に

。

、

。

、

。

「
履
仁
成
性
」
と
あ
る
。

孝
友
為
基

孝
順
友
愛
を
基
本
と
す
る

『
三
国
志
』
魏
書

武
帝
曹
操
紀
に
「
君
以
溫
恭
為
基
、
孝
友
為
德
」
と
あ
る
の
が
出
典
で
あ
ろ
う
。
孝
友
は
父
母
に
仕
え
る
に
孝
順
、

。

133兄
弟
に
対
す
る
に
友
愛
の
意

『
詩
経
』
小
雅
・
六
月
篇
「
侯
誰
在
矣
、

張
仲
孝
友

」
の
毛
伝
に
「
善
父
母
爲
孝
、
善
兄
弟
爲
友

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
韓
棱
伝
に
「
棱

四
歲
而

。

。

。

、

孤
、
養
母
弟
以
孝
友
稱
。
及
壯
、
推
先
父
餘
財
數
百
萬
與
從
昆
弟
、
鄉
里
益
高
之

」
と
あ
る
。
辛
術
夫
婦
墓
誌
銘
に
も
「
孝
友
為
基
」
と
あ
る
。
侯
義
墓
誌
銘
に
「
孝
友
為
性
」

。
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と
あ
り
、
独
孤
賓
墓
誌
銘
に
「
孝
友
為
性
」
と
あ
る
。

非
礼
不
蹈

礼
儀
に
あ
わ
な
い
も
の
に
踏
み
込
ま
な
い
意
か

『
三
国
志
』
魏
書

方
技
伝
に
「
謙
則
裒
多
益
寡
、
壯
則
非
禮
不
履

」
と
あ
る
。
非
礼
は
礼
儀
制
度
に
あ
わ
な
い
こ

。

。

134と

『
論
語
』
顔
淵
篇
に
「
非
禮
勿
視
、
非
禮
勿
聽
、
非
禮
勿
言
、
非
禮
勿
動

」
と
あ
る
。

。

。

唯
善
斯
依

た
だ
善
に
よ
り
い
っ
て
い
る
意
。
唯
善
は
元
曄
墓
誌
銘
に
「
唯
善
是
鄰
」
と
あ
り
、
元
宝
建
墓
誌
銘
に
「
唯
善
為
楽
」
と
あ
り
、
梅
勝
郎
妻
崔
迎
男
墓
誌
銘
に
「
所
好

135唯
善
」
と
あ
る
。
斯
依
は
『
詩
経
』
大
雅

生
民
之
什

公
劉
篇
に
「
于
京
斯
依
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
い
る
意
味
。

或
翔
文
閣

あ
る
も
の
は
文
閣
の
周
辺
を
飛
ん
で
い
る
。
或
翔
は
『
宋
書
』
符
瑞
中
・
鳳
凰
に
「
或
翔
或
集
。
雄
曰
鳳
、
雌
曰
凰

」
文
閣
は
『
梁
書
』
武
帝
中
篇
に
「
又
詔
曰
、

。

136禮
闈
文
閣
、
宜
率
舊
章
」
と
あ
り

『
魏
書
』
術
芸
伝
江
式
伝
に
「
驅
馳
文
閣
、
參
預
史
官
」
と
あ
る
。
文
閣
は
元
瓉
墓
誌
銘
に
「
清
昇
文
閣
」
と
あ
り
、
元
淵
墓
誌
銘
に
「
擒
文
閣

、

下
」
と
あ
る
。

。

『

』

「

、

」

。

。『

』

「

、

或
栖
武
闈

あ
る
者
は
王
宮
の
小
門
に
い
る

或
栖
は

北
史

李
霊
伝
に

或
出
人
間

或
栖
物
表

と
あ
る

武
闈
は
王
宮
の
小
門

左
伝

閔
公
二
年
に

秋
八
月
辛
丑

137共
仲
使
卜
齮

賊
公
于
武
闈

」
の
杜
預
注
に
「
宫
中
小
門
謂
之
闈

」
と
あ
る
。

。

。

如
龍
下
漢

龍
の
ご
と
き
で
あ
る
と
い
う
意
。
如
龍
は
『
晋
書
』
天
文
中
に
「
猛
將
之
氣
、
如
龍
、
如
猛
獸
」
と
あ
り

『
漢
書
』
外
戚
伝
に
「
尾
委
曲
如
龍
」
と
あ
り

『
梁
書
』

、

、

138元
帝
に
「
癸
未
、
有
黒
気
如
龍
、
見
于
殿
內

」
と
あ
り

『
南
斉
書
』
祥
瑞
篇
に
「
山
上
雲
障
四
塞
、
頃
有
玄
黃
五
色
如
龍
、
長
十
餘
丈
、
從
西
北
升
天
」
と
あ
り

『
北
斉
書
』
高

。

、

、

徳
政
篇
に
「
汝
父
如
龍
、
汝
兄
如
虎
」
と
あ
る
。
ま
た
、
下
漢
は
『
三
国
志
』
呉
書
三
嗣
主
に
「
浮
鄧
塞
之
舟
、
下
漢
陰
之
眾
」
と
あ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

似
鳳
雲
飛

鳳
が
雲
の
間
を
飛
ん
で
い
る
祥
瑞
の
様
子
が
あ
る
と
い
う
意
。
似
鳳
は
『
後
漢
書
』
五
行

羽
蟲
孽
篇
に
「
凡
五
色
大
鳥
似
鳳
者
、
多
羽
蟲
之
孽

「
時
直
臣
何
敞
以

。
」

139為
羽
孽
似
鳳
、
翺
翔
殿
屋
、
不
察
也

」
と
あ
り

『
晋
書
』
五
行
中

羽
蟲
之
孼
に
「
案
瑞
應
圖
、
大
鳥
似
鳳
而
為
孼
者
非
一
、
宜
皆
是
也
。

」
と
あ
る
。
祥
瑞
の
一
つ
。
朱
岱
林

。

、

墓
誌
銘
に
「
似
鳳
方
鶵
」
と
あ
る
。
ま
た
雲
飛
は
、
元
平
墓
誌
銘
に
「
雲
飛
等
遷
」
と
あ
り
、
張
斌
墓
誌
銘
に
「
雲
飛
五
嶺
」
と
あ
り
、
宇
文
延
墓
誌
銘
に
「
駿
騁
雲
飛
」
と
あ
る
。

壮
気
虬
昇

竜
の
子
が
天
に
昇
る
よ
う
に
壮
気
盛
ん
で
あ
る
と
い
う
意
。
壮
気
は
盛
ん
な
意
気

『
三
国
志
』
呉
志

甘
寧
伝
に
「

寧
、
厲
聲
問
鼓
吹
何
以
不
作
、
壯
氣
毅
然
、

。

140權
、
尤
嘉
之

」
と
あ
り

『
北
斉
書
』
高
乾
伝
に
「
幼
稚
時
、
便
有
壯
氣
。
長
而
俶
儻
、
膽
力
過
人
、
龍
眉
豹
頸
、
姿
體
雄
異

」
と
あ
る
。
壮
気
は
、
胡
毛
進
墓
誌
銘
に
「
壮
気
風

。

、

。

挙
」
と
あ
り
、
源
延
伯
墓
誌
銘
に
「
壮
気
衡
心
」
と
あ
り
、
李
玄
墓
誌
銘
に
「
雄
才
壮
気
」
と
あ
り
、
高
岳
墓
誌
銘
に
「
壮
気
霜
厳
」
と
あ
り
、
張
忻
墓
誌
銘
に
「
壮
気
憑
霄
」
と
あ

り
、
賈
宝
墓
誌
銘
に
「
少
懐
壮
気
」
と
あ
り
、
梁
才
墓
誌
銘
に
「
壮
気
不
已
」
と
あ
る
。
虬
は
み
ず
ち
。
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雄
心
電
聳

雄
々
し
い
心
は
早
く
そ
び
え
る
。
雄
心
は
を
を
し
い
心
。
偉
大
な
理
想
と
豊
富

『
後
漢
書
』
蓋
延
伝
論
に
「
雄
心
尚
武
」
と
あ
り
、
漢

阮
瑀
「
為
曹
公
作
書
与
孫

。

141権
」
に
「
示
之
以
禍
難
、
激
之
以
恥
辱
、
大
丈
夫
雄
心
、
能
無
憤
發

」
と
あ
る
。
電
は
早
い
、
聳
は
そ
び
え
る
。
雄
心
は
、
李
璧
墓
誌
銘
に
「
雄
心
泉
涌
」
と
あ
り
、
于
景
墓
誌
銘

。

に
「
雄
心
内
発
」
と
あ
り
、
張
彦
墓
誌
銘
に
「
雄
心
雅
逸
」
と
あ
り
、
張
忻
墓
誌
銘
に
「
雄
心
仞
漢
」
と
あ
り
、
李
法
洛
墓
誌
銘
に
「
雄
心
落
落
」
と
あ
り
、
莫
仁
誕
墓
誌
銘
に
「
雄

心
内
勇
」
と
あ
る
。

所
謂
伊
仁

他
に
用
例
が
な
い
。
い
わ
ゆ
る
伊
仁
と
は
。

142
寔
兼
其
勇

勇
気
の
気
持
ち
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
意
か
。
同
類
の
表
現
に
高
淯
墓
誌
銘
に
「
寔
兼
其
勇
」
と
あ
り
、

143
短
旆
神
舒

短
い
旗
に
は
神
が
宿
る
意
か
。

144

。

。『

』

「

、

」

、『

』

「

、

」

長
旌
昼
擁

長
い
旗
に
は
昼
に
抱
く
意

長
旌
は
長
い
旗

晋
書

江
逌
伝
に

長
旌
不
卷

鉦
鼓
日
戒

と
あ
り

宋
書

学
四

雍
離
篇
に

上
宰
宣
九
伐

萬
里
舉
長
旌

145と
あ
り

魏
書

任
城
王
篇
に

長
旌
始
舒

賊
徒
懾
氣

と
あ
る

宇
文
延
墓
誌
銘
に

長
旌
霧
合

と
あ
り

元
欽
墓
誌
銘
に

長
旌
西
指

と
あ
り

封
延
之
墓
誌
銘
に

長

、『

』

「

、

」

。

「

」

、

「

」

、

「

旌
首
塗
」
と
あ
る
。
昼
擁
は
蘇
轍
集

再
和
三
首
に
「
昼
擁
黄
雪
覆
庵

」
と
あ
る
（
南
北
朝
ま
で
の
資
料
に
は
未
見

。

。

）

比
亮
余
輝

明
る
い
日
、
沈
む
夕
日
の
意
。
比
亮
は
不
明
。
余
輝
は
余
暉
と
同
じ
。
沈
み
つ
つ
あ
る
夕
日
の
光
。
空
に
残
っ
て
い
る
夕
日
の
光
。
あ
ま
ね
き
恵
み
、
偉
人
偉
業
の
名

146残
。
嵆
康
「
琴
賦
」
に
「
仰
箕
山
之
余
輝

」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
翰
曰
、
叔
夜
慕
仰
其
余
光

」
と
あ
る
。
余
輝
は
王
彤
墓
誌
銘
に
「
敬
銘
余
輝
」
と
あ
り
、
寇
治
墓
誌
銘
に
「
赫

。

。

矣
余
輝
」
と
あ
り
、
李
倩
之
墓
誌
銘
に
「
没
有
余
輝
」
と
あ
り
、
余
暉
は
辛
穆
墓
誌
銘
に
「
君
墓
世
徳
之
余
暉
」
と
あ
り
、
元
禹
墓
誌
銘
に
「
質
列
祖
之
余
暉
」
と
あ
り
、
李
騫
墓

「

」

、

「

」

、

［

］

「

」

、

「

」

。

誌
銘
に

没
有
余
暉

と
あ
り

竇
泰
墓
誌
銘
に

実
有
余
暉

と
あ
り

尉

左
標
＋
右
寸

墓
誌
銘
に

言
垂
則
頋
歩
余
暉

と
あ
り

屈
護
墓
誌
銘
に

綽
有
余
暉

と
あ
る

方
何
斉
踵

方
何
は
『
毛
詩
』
国
風

秦

小
戎
篇
に
「
溫
其
在
邑
。
方
何
為
期

」
と
あ
り

『
南
史
』
湛
之
子
彦
回
伝
に
「
時
人
以
方
何
平
叔

」
と
あ
る
。
齊
踵
は
『
北
史
』

。

、

。

147巍
収
伝
に
「
獨
却
行
齊
踵
焉

」
と
あ
る
。
踵
は
継
ぐ
。

。

天
称
与
善

天
は
与
善
を
称
す
と
い
う
こ
と
。
与
善
は
『
後
漢
書
』
郎
顗
伝
に
「
易
曰
、
天
道
無
親
、
常
與
善
人

」
と
あ
り

『
史
記
』
伯
夷
列
伝
に
「
或
曰
、
天
道
無
親
、
常
與

。

、

148善
人

」
と
あ
り

『
南
史
』
孝
義
上
伝

卜
天
与
伝
に
「
天
與
善
射
、
弓
力
兼
倍
」
と
あ
り

『
陳
書
』
司
馬
申
伝
に
「
嗟
乎
。
天
不
與
善
、
殲
我
良
臣
」
と
あ
る
。
于
彧
墓
誌
銘
に

。

、

、

「
天
不
与
善
」
と
あ
り
、
柴
朗
墓
誌
銘
に
「
何
期
天
不
与
善
」
と
あ
り
、
高
僧
護
墓
誌
に
「
豈
其
天
不
与
善
」
と
あ
る
。

昔
言
其
信

昔
の
言
葉
は
信
用
に
値
す
る
の
意
。
昔
言
は
昔
の
言
葉
、
古
人
の
言
語

『
晋
書
』
戴
洋
伝
に
「
君
昔
言
平
西
在
壽
陽
可
得
五
年
、
果
如
君
言

」
と
あ
り

『
史
記
』

。

。

、

149
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南
越
伝
に
「
且
先
王
昔
言
、
事
天
子
期
無
失
禮
、
要
之
不
可
以
說
好
語
入
見

」
と
あ
り

『
梁
書
』
任
昉
伝
に
「
至
是
、
故
引
昉
符
昔
言
焉

」
と
あ
り

『
北
史
』
寇
讚
伝
に
「
明
公

。

、

。

、

憶
疇
昔
言
乎
」
と
あ
る
。
ま
た
、
元
祉
墓
誌
銘
に
「
昔
言
勿
剪
」
と
あ
る
。
其
信
と
同
様
の
表
現
と
し
て
緱
静
墓
誌
銘
に
「
九
言
其
信
」
と
あ
る
。

允
矣
君
子

誠
の
君
子
で
あ
る
と
い
う
意

『
毛
詩
』
小
雅
南
有
之
什

車
攻
篇
に
「
之
子
于
征
。
有
聞
無
聲
。
允
矣
君
子

」
と
あ
り
こ
れ
が
典
故
で
あ
る
。
墓
誌
銘
に
は
劉
襲
墓

。

。

150誌
銘
に
「
允
矣
君
子
」
と
あ
り
、
康
健
墓
誌
銘
に
「
允
矣
君
子
」
と
あ
り
、
呉
方
墓
誌
銘
に
「
允
矣
君
子
」
と
あ
り
、
元
広
墓
誌
銘
に
「
允
矣
君
子
」
と
あ
る
。

雲
胡
匪
振

な
ぜ
振
れ
な
い
の
か
と
い
う
意
。
雲
胡
は
な
ぜ
と
い
う
意

『
詩
経
』
鄭
風
・
風
雨
篇
「
既
見
君
子
、
雲
胡
不
夷
」
の
毛
伝
に
「
胡
、
何

」
と
あ
り
、
鄭
玄
䇳
に
「
思

。

。

151而
見
之
、
雲
何
而
心
不
説

」
と
あ
る
。

。

宝
匣
潜
光

宝
玉
の
箱
は
光
を
隠
す
意
。
宝
匣
は
宝
玉
で
飾
っ
た
立
派
な
箱

『
隋
書
』
音
楽
中

元
會
大
饗
に
「
圖
開
寶
匣
、
檢
封
芝
泥

」
と
あ
る
。
潜
光
に
隠
蔵
光
彩
。
三
国

。

。

152魏
曹
植
の
「
仙
人
篇
」
に
「
潛
光
養
羽
翼
、
進
趨
且
徐
徐

」
と
あ
り

『
後
漢
書
』
鄭
玄
伝
に
「
潛
光
隱
耀
、
世
嘉
其
高
、
皆
悉
稱
公

」
と
あ
り

『
晋
書
』
郭
瑀
伝
に
「
先
生
潛
光

。

、

。

、

九
臯
、
懷
真
獨
遠

」
と
あ
る
。
ま
た
、
韓
華
墓
誌
銘
に
「
粉
黛
潜
光
」
と
あ
る
。

。

琨
（
錕
）
鋙
毀
刃

名
刀
は
刃
を
こ
ぼ
す
意
。
琨
（
錕
）
は
鋭
利
で
玉
を
も
切
る
と
い
う
。
転
じ
て
名
刀
・
宝
剣
を
言
う

『
列
子
』
湯
問
篇
に
「
周
穆
王
大
征
西
戎
、
西
戎
献
錕

。

153鋙
の
剣
・
火
浣
之
布
、
其
剣
長
尺
有
咫
、
錬
鋼
赤
刃
、
用
之
切
玉
、
如
切
泥
焉
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
「
錕
鋙
、
龍
剣
也

」
と
あ
り

『
孔
叢
子
』
陳
士
義
に
「
周
穆
王
大
征
西
戎
、

。

、

剣
錕
鋙
之
剣

」
と
あ
る
。

。

如
何
万
古

古
い
こ
と
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
万
古
は
遠
く
古
い
。
司
馬
遵
業
墓
誌
銘
に
「
万
古
如
□
、
□
□
黄
泉

」
と
あ
る
。

。

154
終
成
一
櫬

遂
に
一
つ
の
埋
葬
す
る
形
と
な
り
と
い
う
意
。
終
成
は
『
後
漢
書
』
寇
恂
伝
に
「
所
以
得
專
精
山
東
、
終
成
大
業

」
と
あ
り

『
晋
書
』
周
浚
伝
に
「
皆
委
賴
俊
哲
、

。

、

155終
成
功
業
」
と
あ
り

『
魏
書
』
臨
淮
王
譚
伝
に
「
徒
有
煩
勞
、
終
成
委
棄
」
と
あ
る
。
李
翼
夫
人
崔
徽
華
墓
誌
銘
に
「
終
成
一
棺
」
と
あ
る
。

、

天
道
何
長

天
の
道
は
長
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と
い
う
意
。
楊
珍
墓
誌
銘
に
「
人
生
何
促
、
天
地
何
長

」
と
あ
り
、
郭
欽
墓
誌
銘
に
「
蘭
台
苹
止
、
天
道
何
長
」
と
あ
り
、
獦
生

。

156墓
誌
銘
に
「
人
事
何
促
、
天
道
何
長
」
と
あ
る
。

泉
夜
未
央

冥
土
の
世
界
は
ま
だ
半
ば
で
あ
る
と
い
う
意
。

157
玉
雞
無
旦

神
鶏
が
鳴
い
て
も
夜
明
け
が
来
な
い
と
い
う
意
。
玉
雞
は
伝
説
中
の
神
鶏

『
神
異
経
』
東
荒
経
に
「
蓋
扶
桑
山
有
玉
雞
、
玉
雞
鳴
則
金
鷄
鳴
、
金
雞
鳴
則
石
雞
鳴
、

。

158石
雞
鳴
則
天
下
之
雞
悉
鳴

」
と
あ
り

『
史
記
』
封
禅
書
に
「
或
言
是
玉
雞

」
と
あ
り

『
宋
書
』
符
瑞
上
篇
に
「
昭
靈
后
游
於
洛
池
、
有
玉
雞
銜
赤
珠

」
と
あ
る
。
無
旦
は
あ
く

。

、

。

、

。
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こ
と
が
な
い
。

金
爐
詎
香

金
属
の
香
炉
は
ど
の
く
ら
い
香
る
の
か
。
金
爐
は
金
属
の
香
炉

『
塩
鉄
論
』
貧
富
篇
「
歐
冶
能
因
國
君
之
銅
鐵
以
爲
金
鑪
大
鍾
、
而
不
能
自
爲
壺
鼎
盤
杅
、
無
其
用

。

159也

」
の
馬
非
百
注
に
「
金
爐
、
疑
即
金
香
爐

」
と
あ
る
。
詎
は
な
ん
ぞ
。

。

。

雲
悲
暮
檟

雲
が
悲
し
そ
う
に
棺
を
見
送
っ
て
い
る
意
か
。
雲
悲
は
雲
が
悲
し
そ
う
に
見
え
る
こ
と

『
梁
書
』
豫
章
王
綜
伝
に
「
雲
悲
海
思
徒
揜
抑
」
と
あ
り

『
魏
書
』
任
城
王

。

、

160雲
伝
に
「
雲
悲
號
動
疾
、
乃
許
之

」
と
あ
る
。
暮
檟
は
元
孟
瑜
墓
誌
銘
に
「
風
声
暮
檟
」
と
あ
る
。

。

風
切
秋
楊

風
が
秋
の
柳
を
切
っ
て
い
る
意
。

161
式
鐫
幽
壤

地
下
の
世
界
の
こ
と
を
刻
む
意
。
幽
壤
は
地
下
の
こ
と

『
晋
書
』
礼
志
上
篇
に
「
若
埋
之
幽
壤
、
於
情
理
未
必
咸
盡

」
と
あ
り

『
魏
書
』
張
普
恵
伝
に
「
沉
淪
幽

。

。

、

162壤
、
緬
焉
弗
收
」
と
あ
り

『
宋
書
』
礼
三
に
「
若
埋
之
幽
壤
、
於
情
理
未
必
咸
盡
」
と
あ
る
。
元
弼
墓
誌
銘
に
「
鐫
石
幽
壌
」
と
あ
る
の
と
同
意
。

、

無
絶
遺
芳

無
絶
遺
芳
は
香
り
が
絶
た
れ
な
い
意
。
無
絶
は
不
断
不
尽

『
礼
記
』
文
王
世
子
篇
に
「
骨
肉
之
親
、
無
絶
也

」
と
あ
り

『
楚
辞
』
九
歌
・
礼
魂
篇
に
「
春
蘭
兮
秋

。

。

、

163菊
、
長
無
絶
兮
終
古
」
と
あ
る
。
遺
芳
は
冬
の
枯
れ
た
花
に
残
る
蘭
・
菊
・
梅
な
ど
の
香
り
高
い
花
の
こ
と

『
楚
辞
』
遠
游
篇
「
誰
可
與
玩
斯
遺
芳
兮
、
晨
鄉
風
而
舒
情
」
の
王
逸

。

注
に
「
斯
遺
芳
、
一
本
作
、
此
芳
草

」
と
あ
る
。
常
季
繁
墓
誌
銘
に
「
無
絶
椒
蘭
」
と
あ
り
、
元
純
陀
墓
誌
銘
に
「
無
絶
芬
芳
」
と
あ
り
、
独
孤
華
墓
誌
銘
に
「
無
絶
芬
芳
」
と
あ

。

る
の
は
同
意
。

※
こ
の
研
究
は
科
研
費

基
盤
研
究
（
Ｃ

「
水
運
を
利
用
し
た
南
北
朝
か
ら
隋
朝
へ
の
石
刻
書
法
の
伝
播
ー
篆
書
の
墓
誌
蓋
に
注
目
し
て
ー

（
課
題
番
号

）
の
研
究
成

）
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00157

。

、

、『

』

（

）
。

、

果
の
一
つ
で
あ
る

令
和
元
年
九
月
二
十
八
日
に
全
国
大
学
書
道
学
会
で
発
表
を
行
い

そ
の
後

大
学
書
道
研
究

第
十
三
号
に
投
稿
を
し
た

掲
載
予
定

そ
の
研
究
の
中
で

辛
穆
墓
誌
銘
、
封
之
秉
墓
誌
銘
、
元
子
正
墓
誌
銘
の
共
通
性
を
調
査
し
た
が
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
資
料
の
一
つ
と
し
て
訳
注
を
作
っ
て
出
典
を
明
ら
か
に
し
た
。


